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日本原子力研究開発機構は、日本で唯一の原子力に関する総合的な研

究開発機関として、「原子力の未来を切り拓き、人類社会の福祉に貢献

する」をミッションとしています。

主な業務として、東京電力福島第一原子力発電所事故への最優先で

の対応、原子力の安定性向上のための研究、核燃料サイクルの研究

開発、放射性廃棄物処理・処分の技術開発といった分野に重点的に取

り組むとともに、これらの研究開発を支え、新たな原子力利用技術を創出

する基礎基盤研究と人材育成に取り組んでいます。

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

未来へげんき
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国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構

地下350メートルから世界へ「深地層研究」を最先端へと“進める”地下350メートルから世界へ「深地層研究」を最先端へと“進める”

運転再開!! 研究炉JRR-3が中性子の研究開発の針を“進める”運転再開!! 研究炉JRR-3が中性子の研究開発の針を“進める”
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」

J
A
E
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×「
進
め
る
」福島の「これから」を研究開発で支え、“進める”

～１Ｆ廃止措置と環境回復の「これまで」と「これから」～
福島の「これから」を研究開発で支え、“進める”
～１Ｆ廃止措置と環境回復の「これまで」と「これから」～

第15回原子力機構報告会
「 Shaping Innovation ～新たな変革に向けて～」
第15回原子力機構報告会
「 Shaping Innovation ～新たな変革に向けて～」



1

　
　
福
島
研
究
開
発
部
門
の
取
組
方
針
は
　

　
　
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　

福
島
県
内
に
５
つ
の
研
究
拠
点
と
２
つ
の
事
務
所
を
保
有

し
、
３
つ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
廃
止
措
置
等
に
向
け
た
研
究
開
発
」
で
す
。
燃

料
デ
ブ
リ
の
取
扱
い
や
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
、
事
故
進

展
シ
ナ
リ
オ
の
解
析
、
遠
隔
操
作
技
術
な
ど
、
今
ま
で
培
っ
て

き
た
知
見
を
活
か
し
て
行
う
廃
炉
研
究
で
す
。

　

２
つ
目
は
「
環
境
回
復
に
係
る
研
究
開
発
」
で
す
。
主
に
オ

フ
サ
イ
ト
（　

敷
地
外
）
を
対
象
と
し
た
研
究
開
発
で
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
環
境
動
態
研
究
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
マ
ッ

ピ
ン
グ
に
関
す
る
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
研
究
開
発
基
盤
の
整
備
」
で
す
。
遠
隔
技
術
開

発
の
共
用
施
設
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
を
２
０
１
６
年
に
運
用

開
始
し
、
ま
た
、　

廃
棄
物
や
燃
料
デ
ブ
リ
の
分
析
研
究
施
設

と
し
て
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
１
棟
、
第
２
棟
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
廃
炉
研
究
、
環
境
回
復
研
究

の
中
核
拠
点
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
固
に
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
原
子
力
機
構
の
他
拠
点
や
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の

連
携
、
産
業
界
も
含
め
た
人
材
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
英
知
の
結
集
」
と
い
う
観
点
で
は
、
２
０
１
５
年
よ
り
国

内
外
の
廃
止
措
置
の
専
門
家
が
集
ま
る
国
際
会
議
「
福
島
リ

サ
ー
チ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
Ｆ
Ｒ
Ｃ
）」
を
開
催
し
、
　
　

廃
炉
に
携

わ
る
技
術
者
の
人
材
育
成
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

原
子
力
機
構
を
対
象
と
し
た
文
部
科
学
省
の
補
助
金
事
業
（
※
）

で
は
、
国
内
外
の
大
学
研
究
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
基
礎
的

基
盤
的
な
研
究
及
び
人
材
育
成
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
福
島
県
内
の
各
セ
ン
タ
ー
の
研
究
開
発

　
　
活
動
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
？

　

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
で
は
、　

事
故
の
様
子
を
模
擬
し
た
実
験
装
置

（
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
）
を
用
い
た
制
御
棒
ブ
レ
ー
ド
破
損
試
験
や
、

　

建
屋
内
の
放
射
性
物
質
分
布
の
可
視
化
技
術
の
開
発
（
コ
ン

プ
ト
ン
カ
メ
ラ
）
な
ど
を
進
め
て
、
燃
料
デ
ブ
リ
取
出
し
工
程

や
建
屋
内
作
業
工
程
の
検
討
に
寄
与
す
る
情
報
を
原
子
力
損
害

賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
や
東
京
電
力
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

福島の「これから」を
研究開発で支え、“進める”
福島の「これから」を
研究開発で支え、“進める”

　
　

事
故
以
来
、
三
春
町
や
南
相
馬
市
の
福
島
県
環
境
創
造
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
き
た
無
人
機
等
を
用
い
た
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
活
動
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
自
治
体
の
帰
還
困
難

区
域
の
解
除
決
定
等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
試
験
棟
を
保
有
す
る
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
実
物
大
模
型
）
試
験
装

置
を
併
用
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部

の
補
修
・
止
水
技
術
の
試
験
を
実
施
す
る
他
、
現
在
は
燃
料
デ

ブ
リ
取
出
し
に
向
け
、Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を

用
い
た
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
試
験
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
も
取
り
組
み
、
線

源
位
置
の
可
視
化
等
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

現
在
、
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
1
棟
、
第
2
棟
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
第
1
棟
は
、　

で
発
生
す
る
低
・
中

レ
ベ
ル
の
ガ
レ
キ
類
・
水
処
理
二
次
廃
棄
物
等
の
核
種
分
析
を

行
う
施
設
で
す
。
第
2
棟
は
、
燃
料
デ
ブ
リ
を
含
む
高
線
量
の

放
射
性
廃
棄
物
の
分
析
を
行
い
ま
す
。
分
析
を
実
施
す
る
技
術

者
の
育
成
も
重
要
な
業
務
で
あ
り
、
分
析
ス
キ
ル
の
向
上
を
図

る
等
、
分
析
技
術
者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
環
境
回
復
研
究
の
成
果
や

　
　
情
報
は
ど
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

　
　
す
か
？

　

自
治
体
や
住
民
の
方
々
が
知
り
た
い
内
容
に
つ
い
て
、
調
査

研
究
の
成
果
に
基
づ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
情
報
サ
イ

ト
「
Ｆ
ａ
Ｃ
Ｅ
！
Ｓ
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
例
え
ば
「
放
出
さ
れ
た
放
射
性
核
種
は

ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
沈
着
し
た
の
か
」
等
の
疑
問
に
対
し
、
ま

ず
一
般
の
方
に
は
簡
単
な
答
え

を
紹
介
し
、
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
図
表
や
詳
細
解
説
、
専
門

家
に
は
論
文
の
確
認
等
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
情
報
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
様
々
な
機
関
が

調
査
し
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た

「
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
サ
イ
ト
」
等
、
多
く
の

方
々
に
使
用
い
た
だ
け
る
内
容

で
す
。

　
　
今
後
の
展
望
につい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

事
故
直
後
か
ら
現
地
に
入
り
、
福
島
で
の
諸
活
動
に
従
事

し
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
す
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
３
セ
ン
タ
ー
の
連
携
を
密
に
し
て
、
新
た
な

業
務
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
島
研
究
開
発
部
門

の
ベ
ク
ト
ル
を
１
つ
に
す
る
こ
と
で
、
原
子
力
機
構
全
体
に
研

究
開
発
成
果
が
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
具
体
的
に

は
、
放
射
性
廃
棄
物
の
分
析
技
術
が
あ
り
ま
す
。　

の
廃
棄
物

分
析
で
確
立
し
た
技
術
や
そ
こ
で
育
成
さ
れ
た
人
材
は
、
原
子

力
機
構
が
抱
え
て
い
る
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
に
関
し
て

も
適
用
可
能
で
あ
り
、
原
子
力
機
構
施
設
の
円
滑
な
廃
止
措
置

に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、　

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
福
島
県
内
で
の
諸
活
動

を
冊
子
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

※　

年
誌
に
つ
い
て
は
、　

ペ
ー
ジ
の
「
P
L
A
Z
A
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Q

原子力機構では、原子力のイノベーションにより諸課題の解決を提案し､他分野との融合を積極
的に進め､社会のイノベーション創出を実現する「“新原子力”の実現」を目指しています。
2020 年度の「未来へげんき」は、「“新原子力”の実現」を支える 2つのテーマを中心に、皆
さまに原子力機構の研究開発成果をお届けしてまいります。
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12 PLAZA
読者アンケートはがきなど

桜のつぼみもふくらみ、いよいよ春めいてきました。

桜の花芽（はなめ）は、夏から秋にかけて作られ

冬が来る前に、花が咲く準備を整えています。

冬に気温が低くなりすぎるといったん休眠しますが

真冬の厳しい寒さに一定期間さらされることで、

開花に向けて再び生長を始めます。

桜の開花には、春の暖かさだけではなく

冬の寒さも必要なのです。

桜　Cherry BlossomsTokimeki
トキメキサイエンス

SC I ENCE

　
　
福
島
研
究
開
発
部
門
の
こ
れ
ま
で
の

　
　
歩
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

原
子
力
機
構
で
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の　

事
故
直
後
か
ら

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
除
染
活
動
へ
の
支
援
、
国
・
自
治
体
へ

の
協
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
事
故
の
翌
日
か
ら
第
一
陣
が
福

島
入
り
し
活
動
を
開
始
、
同
年
５
月
に
福
島
支
援
本
部
を
設
置

（
そ
の
後
「
福
島
技
術
本
部
」
に
組
織
再
編
）、
６
月
に
は
福
島

市
内
に
福
島
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
年　

月
に
政
府
と
東
京
電
力
に
よ
る　

廃
止
措
置
作
業
の

計
画
と
し
て
「
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
も
原
子
力
機
構
の
知
見
や
提
案
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
８
月
に
は
、　

廃
炉

に
向
け
た
技
術
の
研
究
開
発
と
将
来
的
な
廃
炉
技
術
の
基
盤
強

化
を
目
指
す
た
め
に
「
技
術
研
究
組
合　

国
際
廃
炉
研
究
開
発

機
構
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
）」
が
設
立
さ
れ
、
廃
炉
に
関
す
る
研
究
に

参
画
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、体
制
を
強
化
す
る
た
め
、福
島
技
術
本
部
か
ら
「
福

島
研
究
開
発
部
門
」
へ
の
組
織
再
編
や
、
い
わ
き
事
務
所
の
開

設
、
福
島
県
が
三
春
町
と
南
相
馬
市
に
設
置
し
た
福
島
県
環
境

創
造
セ
ン
タ
ー
へ
駐
在
し
て
環
境
回
復
研
究
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

更
に
、
楢
葉
遠
隔
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）、

廃
炉
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）
を
開
設
（
２

０
２
０
年
に
、
環
境
回
復
研
究
と
廃
炉
研
究
を
統
合
し
「
廃
炉

環
境
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）」
に
改
組
）

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
に
は
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン

タ
ー
の
一
部
運
用
を
開
始
し
、
廃
炉
研
究
拠
点
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

～１Ｆ廃止措置と環境回復の「これまで」と「これから」～～１Ｆ廃止措置と環境回復の「これまで」と「これから」～

２０２１年３月で、東京電力福島第一原子力発電所(１Ｆ)事故から１０年が経過しました。
原子力機構福島研究開発部門は、事故直後から復興に向けて
科学技術的専門性を最大限活用した取組を行ってきました。
１Ｆ事故から10年が経過した福島で「これまで」活動してきた研究開発の概要と、
「これから」に向けた新たなる取組について伺いました。
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1

　
　
福
島
研
究
開
発
部
門
の
取
組
方
針
は
　

　
　
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　

福
島
県
内
に
５
つ
の
研
究
拠
点
と
２
つ
の
事
務
所
を
保
有

し
、
３
つ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
廃
止
措
置
等
に
向
け
た
研
究
開
発
」
で
す
。
燃

料
デ
ブ
リ
の
取
扱
い
や
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
、
事
故
進

展
シ
ナ
リ
オ
の
解
析
、
遠
隔
操
作
技
術
な
ど
、
今
ま
で
培
っ
て

き
た
知
見
を
活
か
し
て
行
う
廃
炉
研
究
で
す
。

　

２
つ
目
は
「
環
境
回
復
に
係
る
研
究
開
発
」
で
す
。
主
に
オ

フ
サ
イ
ト
（　

敷
地
外
）
を
対
象
と
し
た
研
究
開
発
で
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
環
境
動
態
研
究
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
マ
ッ

ピ
ン
グ
に
関
す
る
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
研
究
開
発
基
盤
の
整
備
」
で
す
。
遠
隔
技
術
開

発
の
共
用
施
設
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
を
２
０
１
６
年
に
運
用

開
始
し
、
ま
た
、　

廃
棄
物
や
燃
料
デ
ブ
リ
の
分
析
研
究
施
設

と
し
て
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
１
棟
、
第
２
棟
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
廃
炉
研
究
、
環
境
回
復
研
究

の
中
核
拠
点
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
固
に
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
原
子
力
機
構
の
他
拠
点
や
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の

連
携
、
産
業
界
も
含
め
た
人
材
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
英
知
の
結
集
」
と
い
う
観
点
で
は
、
２
０
１
５
年
よ
り
国

内
外
の
廃
止
措
置
の
専
門
家
が
集
ま
る
国
際
会
議
「
福
島
リ

サ
ー
チ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
Ｆ
Ｒ
Ｃ
）」
を
開
催
し
、
　
　

廃
炉
に
携

わ
る
技
術
者
の
人
材
育
成
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

原
子
力
機
構
を
対
象
と
し
た
文
部
科
学
省
の
補
助
金
事
業
（
※
）

で
は
、
国
内
外
の
大
学
研
究
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
基
礎
的

基
盤
的
な
研
究
及
び
人
材
育
成
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
福
島
県
内
の
各
セ
ン
タ
ー
の
研
究
開
発

　
　
活
動
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
？

　

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
で
は
、　

事
故
の
様
子
を
模
擬
し
た
実
験
装
置

（
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
）
を
用
い
た
制
御
棒
ブ
レ
ー
ド
破
損
試
験
や
、

　

建
屋
内
の
放
射
性
物
質
分
布
の
可
視
化
技
術
の
開
発
（
コ
ン

プ
ト
ン
カ
メ
ラ
）
な
ど
を
進
め
て
、
燃
料
デ
ブ
リ
取
出
し
工
程

や
建
屋
内
作
業
工
程
の
検
討
に
寄
与
す
る
情
報
を
原
子
力
損
害

賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
や
東
京
電
力
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

福島の「これから」を
研究開発で支え、“進める”
福島の「これから」を
研究開発で支え、“進める”

　
　

事
故
以
来
、
三
春
町
や
南
相
馬
市
の
福
島
県
環
境
創
造
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
き
た
無
人
機
等
を
用
い
た
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
活
動
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
自
治
体
の
帰
還
困
難

区
域
の
解
除
決
定
等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
試
験
棟
を
保
有
す
る
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
実
物
大
模
型
）
試
験
装

置
を
併
用
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部

の
補
修
・
止
水
技
術
の
試
験
を
実
施
す
る
他
、
現
在
は
燃
料
デ

ブ
リ
取
出
し
に
向
け
、Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を

用
い
た
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
試
験
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
も
取
り
組
み
、
線

源
位
置
の
可
視
化
等
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

現
在
、
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
1
棟
、
第
2
棟
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
第
1
棟
は
、　

で
発
生
す
る
低
・
中

レ
ベ
ル
の
ガ
レ
キ
類
・
水
処
理
二
次
廃
棄
物
等
の
核
種
分
析
を

行
う
施
設
で
す
。
第
2
棟
は
、
燃
料
デ
ブ
リ
を
含
む
高
線
量
の

放
射
性
廃
棄
物
の
分
析
を
行
い
ま
す
。
分
析
を
実
施
す
る
技
術

者
の
育
成
も
重
要
な
業
務
で
あ
り
、
分
析
ス
キ
ル
の
向
上
を
図

る
等
、
分
析
技
術
者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
環
境
回
復
研
究
の
成
果
や

　
　
情
報
は
ど
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

　
　
す
か
？

　

自
治
体
や
住
民
の
方
々
が
知
り
た
い
内
容
に
つ
い
て
、
調
査

研
究
の
成
果
に
基
づ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
情
報
サ
イ

ト
「
Ｆ
ａ
Ｃ
Ｅ
！
Ｓ
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
例
え
ば
「
放
出
さ
れ
た
放
射
性
核
種
は

ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
沈
着
し
た
の
か
」
等
の
疑
問
に
対
し
、
ま

ず
一
般
の
方
に
は
簡
単
な
答
え

を
紹
介
し
、
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
図
表
や
詳
細
解
説
、
専
門

家
に
は
論
文
の
確
認
等
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
情
報
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
様
々
な
機
関
が

調
査
し
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た

「
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
サ
イ
ト
」
等
、
多
く
の

方
々
に
使
用
い
た
だ
け
る
内
容

で
す
。

　
　
今
後
の
展
望
につい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

事
故
直
後
か
ら
現
地
に
入
り
、
福
島
で
の
諸
活
動
に
従
事

し
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
す
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
３
セ
ン
タ
ー
の
連
携
を
密
に
し
て
、
新
た
な

業
務
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
島
研
究
開
発
部
門

の
ベ
ク
ト
ル
を
１
つ
に
す
る
こ
と
で
、
原
子
力
機
構
全
体
に
研

究
開
発
成
果
が
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
具
体
的
に

は
、
放
射
性
廃
棄
物
の
分
析
技
術
が
あ
り
ま
す
。　

の
廃
棄
物

分
析
で
確
立
し
た
技
術
や
そ
こ
で
育
成
さ
れ
た
人
材
は
、
原
子

力
機
構
が
抱
え
て
い
る
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
に
関
し
て

も
適
用
可
能
で
あ
り
、
原
子
力
機
構
施
設
の
円
滑
な
廃
止
措
置

に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、　

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
福
島
県
内
で
の
諸
活
動

を
冊
子
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

※　

年
誌
に
つ
い
て
は
、　

ペ
ー
ジ
の
「
P
L
A
Z
A
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Q

原子力機構では、原子力のイノベーションにより諸課題の解決を提案し､他分野との融合を積極
的に進め､社会のイノベーション創出を実現する「“新原子力”の実現」を目指しています。
2020 年度の「未来へげんき」は、「“新原子力”の実現」を支える 2つのテーマを中心に、皆
さまに原子力機構の研究開発成果をお届けしてまいります。
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～１Ｆ廃止措置と環境回復の「これまで」と「これから」～01
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12 PLAZA
読者アンケートはがきなど

桜のつぼみもふくらみ、いよいよ春めいてきました。

桜の花芽（はなめ）は、夏から秋にかけて作られ

冬が来る前に、花が咲く準備を整えています。

冬に気温が低くなりすぎるといったん休眠しますが

真冬の厳しい寒さに一定期間さらされることで、

開花に向けて再び生長を始めます。

桜の開花には、春の暖かさだけではなく

冬の寒さも必要なのです。

桜　Cherry BlossomsTokimeki
トキメキサイエンス

SC I ENCE

　
　
福
島
研
究
開
発
部
門
の
こ
れ
ま
で
の

　
　
歩
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

原
子
力
機
構
で
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の　

事
故
直
後
か
ら

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
除
染
活
動
へ
の
支
援
、
国
・
自
治
体
へ

の
協
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
事
故
の
翌
日
か
ら
第
一
陣
が
福

島
入
り
し
活
動
を
開
始
、
同
年
５
月
に
福
島
支
援
本
部
を
設
置

（
そ
の
後
「
福
島
技
術
本
部
」
に
組
織
再
編
）、
６
月
に
は
福
島

市
内
に
福
島
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
年　

月
に
政
府
と
東
京
電
力
に
よ
る　

廃
止
措
置
作
業
の

計
画
と
し
て
「
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
も
原
子
力
機
構
の
知
見
や
提
案
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
８
月
に
は
、　

廃
炉

に
向
け
た
技
術
の
研
究
開
発
と
将
来
的
な
廃
炉
技
術
の
基
盤
強

化
を
目
指
す
た
め
に
「
技
術
研
究
組
合　

国
際
廃
炉
研
究
開
発

機
構
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
）」
が
設
立
さ
れ
、
廃
炉
に
関
す
る
研
究
に

参
画
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、体
制
を
強
化
す
る
た
め
、福
島
技
術
本
部
か
ら
「
福

島
研
究
開
発
部
門
」
へ
の
組
織
再
編
や
、
い
わ
き
事
務
所
の
開

設
、
福
島
県
が
三
春
町
と
南
相
馬
市
に
設
置
し
た
福
島
県
環
境

創
造
セ
ン
タ
ー
へ
駐
在
し
て
環
境
回
復
研
究
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

更
に
、
楢
葉
遠
隔
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）、

廃
炉
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）
を
開
設
（
２

０
２
０
年
に
、
環
境
回
復
研
究
と
廃
炉
研
究
を
統
合
し
「
廃
炉

環
境
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）」
に
改
組
）

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
に
は
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン

タ
ー
の
一
部
運
用
を
開
始
し
、
廃
炉
研
究
拠
点
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

～１Ｆ廃止措置と環境回復の「これまで」と「これから」～～１Ｆ廃止措置と環境回復の「これまで」と「これから」～

２０２１年３月で、東京電力福島第一原子力発電所(１Ｆ)事故から１０年が経過しました。
原子力機構福島研究開発部門は、事故直後から復興に向けて
科学技術的専門性を最大限活用した取組を行ってきました。
１Ｆ事故から10年が経過した福島で「これまで」活動してきた研究開発の概要と、
「これから」に向けた新たなる取組について伺いました。

1F

12

1F

1F
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福
島
研
究
開
発
部
門
の
取
組
方
針
は
　

　
　
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　

福
島
県
内
に
５
つ
の
研
究
拠
点
と
２
つ
の
事
務
所
を
保
有

し
、
３
つ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
廃
止
措
置
等
に
向
け
た
研
究
開
発
」
で
す
。
燃

料
デ
ブ
リ
の
取
扱
い
や
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
、
事
故
進

展
シ
ナ
リ
オ
の
解
析
、
遠
隔
操
作
技
術
な
ど
、
今
ま
で
培
っ
て

き
た
知
見
を
活
か
し
て
行
う
廃
炉
研
究
で
す
。

　

２
つ
目
は
「
環
境
回
復
に
係
る
研
究
開
発
」
で
す
。
主
に
オ

フ
サ
イ
ト
（　

敷
地
外
）
を
対
象
と
し
た
研
究
開
発
で
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
環
境
動
態
研
究
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
マ
ッ

ピ
ン
グ
に
関
す
る
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
研
究
開
発
基
盤
の
整
備
」
で
す
。
遠
隔
技
術
開

発
の
共
用
施
設
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
を
２
０
１
６
年
に
運
用

開
始
し
、
ま
た
、　

廃
棄
物
や
燃
料
デ
ブ
リ
の
分
析
研
究
施
設

と
し
て
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
１
棟
、
第
２
棟
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
廃
炉
研
究
、
環
境
回
復
研
究

の
中
核
拠
点
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
固
に
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
原
子
力
機
構
の
他
拠
点
や
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の

連
携
、
産
業
界
も
含
め
た
人
材
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
英
知
の
結
集
」
と
い
う
観
点
で
は
、
２
０
１
５
年
よ
り
国

内
外
の
廃
止
措
置
の
専
門
家
が
集
ま
る
国
際
会
議
「
福
島
リ

サ
ー
チ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
Ｆ
Ｒ
Ｃ
）」
を
開
催
し
、
　
　

廃
炉
に
携

わ
る
技
術
者
の
人
材
育
成
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

原
子
力
機
構
を
対
象
と
し
た
文
部
科
学
省
の
補
助
金
事
業
（
※
）

で
は
、
国
内
外
の
大
学
研
究
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
基
礎
的

基
盤
的
な
研
究
及
び
人
材
育
成
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
福
島
県
内
の
各
セ
ン
タ
ー
の
研
究
開
発

　
　
活
動
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
？

　

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
で
は
、　

事
故
の
様
子
を
模
擬
し
た
実
験
装
置

（
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
）
を
用
い
た
制
御
棒
ブ
レ
ー
ド
破
損
試
験
や
、

　

建
屋
内
の
放
射
性
物
質
分
布
の
可
視
化
技
術
の
開
発
（
コ
ン

プ
ト
ン
カ
メ
ラ
）
な
ど
を
進
め
て
、
燃
料
デ
ブ
リ
取
出
し
工
程

や
建
屋
内
作
業
工
程
の
検
討
に
寄
与
す
る
情
報
を
原
子
力
損
害

賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
や
東
京
電
力
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
　

事
故
以
来
、
三
春
町
や
南
相
馬
市
の
福
島
県
環
境
創
造
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
き
た
無
人
機
等
を
用
い
た
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
活
動
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
自
治
体
の
帰
還
困
難

区
域
の
解
除
決
定
等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
試
験
棟
を
保
有
す
る
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
実
物
大
模
型
）
試
験
装

置
を
併
用
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部

の
補
修
・
止
水
技
術
の
試
験
を
実
施
す
る
他
、
現
在
は
燃
料
デ

ブ
リ
取
出
し
に
向
け
、Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を

用
い
た
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
試
験
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
も
取
り
組
み
、
線

源
位
置
の
可
視
化
等
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

現
在
、
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
1
棟
、
第
2
棟
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
第
1
棟
は
、　

で
発
生
す
る
低
・
中

レ
ベ
ル
の
ガ
レ
キ
類
・
水
処
理
二
次
廃
棄
物
等
の
核
種
分
析
を

行
う
施
設
で
す
。
第
2
棟
は
、
燃
料
デ
ブ
リ
を
含
む
高
線
量
の

放
射
性
廃
棄
物
の
分
析
を
行
い
ま
す
。
分
析
を
実
施
す
る
技
術

者
の
育
成
も
重
要
な
業
務
で
あ
り
、
分
析
ス
キ
ル
の
向
上
を
図

る
等
、
分
析
技
術
者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
環
境
回
復
研
究
の
成
果
や

　
　
情
報
は
ど
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

　
　
す
か
？

　

自
治
体
や
住
民
の
方
々
が
知
り
た
い
内
容
に
つ
い
て
、
調
査

研
究
の
成
果
に
基
づ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
情
報
サ
イ

ト
「
Ｆ
ａ
Ｃ
Ｅ
！
Ｓ
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
例
え
ば
「
放
出
さ
れ
た
放
射
性
核
種
は

ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
沈
着
し
た
の
か
」
等
の
疑
問
に
対
し
、
ま

ず
一
般
の
方
に
は
簡
単
な
答
え

を
紹
介
し
、
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
図
表
や
詳
細
解
説
、
専
門

家
に
は
論
文
の
確
認
等
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
情
報
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
様
々
な
機
関
が

調
査
し
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た

「
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
サ
イ
ト
」
等
、
多
く
の

方
々
に
使
用
い
た
だ
け
る
内
容

で
す
。

　
　
今
後
の
展
望
につい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

事
故
直
後
か
ら
現
地
に
入
り
、
福
島
で
の
諸
活
動
に
従
事

し
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
す
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
３
セ
ン
タ
ー
の
連
携
を
密
に
し
て
、
新
た
な

業
務
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
島
研
究
開
発
部
門

の
ベ
ク
ト
ル
を
１
つ
に
す
る
こ
と
で
、
原
子
力
機
構
全
体
に
研

究
開
発
成
果
が
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
具
体
的
に

は
、
放
射
性
廃
棄
物
の
分
析
技
術
が
あ
り
ま
す
。　

の
廃
棄
物

分
析
で
確
立
し
た
技
術
や
そ
こ
で
育
成
さ
れ
た
人
材
は
、
原
子

力
機
構
が
抱
え
て
い
る
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
に
関
し
て

も
適
用
可
能
で
あ
り
、
原
子
力
機
構
施
設
の
円
滑
な
廃
止
措
置

に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、　

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
福
島
県
内
で
の
諸
活
動

を
冊
子
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

※　

年
誌
に
つ
い
て
は
、　

ペ
ー
ジ
の
「
P
L
A
Z
A
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

　
　
福
島
研
究
開
発
部
門
の
こ
れ
ま
で
の

　
　
歩
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

原
子
力
機
構
で
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の　

事
故
直
後
か
ら

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
除
染
活
動
へ
の
支
援
、
国
・
自
治
体
へ

の
協
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
事
故
の
翌
日
か
ら
第
一
陣
が
福

島
入
り
し
活
動
を
開
始
、
同
年
５
月
に
福
島
支
援
本
部
を
設
置

（
そ
の
後
「
福
島
技
術
本
部
」
に
組
織
再
編
）、
６
月
に
は
福
島

市
内
に
福
島
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
年　

月
に
政
府
と
東
京
電
力
に
よ
る　

廃
止
措
置
作
業
の

計
画
と
し
て
「
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
も
原
子
力
機
構
の
知
見
や
提
案
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
８
月
に
は
、　

廃
炉

に
向
け
た
技
術
の
研
究
開
発
と
将
来
的
な
廃
炉
技
術
の
基
盤
強

化
を
目
指
す
た
め
に
「
技
術
研
究
組
合　

国
際
廃
炉
研
究
開
発

機
構
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
）」
が
設
立
さ
れ
、
廃
炉
に
関
す
る
研
究
に

参
画
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、体
制
を
強
化
す
る
た
め
、福
島
技
術
本
部
か
ら
「
福

島
研
究
開
発
部
門
」
へ
の
組
織
再
編
や
、
い
わ
き
事
務
所
の
開

設
、
福
島
県
が
三
春
町
と
南
相
馬
市
に
設
置
し
た
福
島
県
環
境

創
造
セ
ン
タ
ー
へ
駐
在
し
て
環
境
回
復
研
究
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

更
に
、
楢
葉
遠
隔
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）、

廃
炉
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）
を
開
設
（
２

０
２
０
年
に
、
環
境
回
復
研
究
と
廃
炉
研
究
を
統
合
し
「
廃
炉

環
境
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）」
に
改
組
）

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
に
は
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン

タ
ー
の
一
部
運
用
を
開
始
し
、
廃
炉
研
究
拠
点
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

福島研究開発部門
企画調整室

室長
み やもと やすあき

宮本 泰明
福島研究開発部門の歩み

福島県内の研究開発拠点

1F

1F
1F

1F

1F

1F

1F

1F

1F

10

（上）NARREC実規模試験エリア内の原子炉格納容器のモックアップ
（下）大熊分析・研究センターの放射性物質分析・研究施設　完成イメージ

福島総合環境情報サイト
「FaCE!S（フェイシス）」
https://fukushima.jaea.go.jp/ceis/

12

10

出典：資源エネルギー庁HP出典：資源エネルギー庁HP

（
※
）
英
知
を
結
集
し
た
原
子
力
科
学
技
術
・
人
材
育
成
推
進
事
業

https://fukushima.jaea.go.jp/ceis/
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福
島
研
究
開
発
部
門
の
取
組
方
針
は
　

　
　
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　

福
島
県
内
に
５
つ
の
研
究
拠
点
と
２
つ
の
事
務
所
を
保
有

し
、
３
つ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
廃
止
措
置
等
に
向
け
た
研
究
開
発
」
で
す
。
燃

料
デ
ブ
リ
の
取
扱
い
や
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
、
事
故
進

展
シ
ナ
リ
オ
の
解
析
、
遠
隔
操
作
技
術
な
ど
、
今
ま
で
培
っ
て

き
た
知
見
を
活
か
し
て
行
う
廃
炉
研
究
で
す
。

　

２
つ
目
は
「
環
境
回
復
に
係
る
研
究
開
発
」
で
す
。
主
に
オ

フ
サ
イ
ト
（　

敷
地
外
）
を
対
象
と
し
た
研
究
開
発
で
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
環
境
動
態
研
究
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
マ
ッ

ピ
ン
グ
に
関
す
る
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
研
究
開
発
基
盤
の
整
備
」
で
す
。
遠
隔
技
術
開

発
の
共
用
施
設
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
を
２
０
１
６
年
に
運
用

開
始
し
、
ま
た
、　

廃
棄
物
や
燃
料
デ
ブ
リ
の
分
析
研
究
施
設

と
し
て
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
１
棟
、
第
２
棟
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
廃
炉
研
究
、
環
境
回
復
研
究

の
中
核
拠
点
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
固
に
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
原
子
力
機
構
の
他
拠
点
や
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の

連
携
、
産
業
界
も
含
め
た
人
材
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
英
知
の
結
集
」
と
い
う
観
点
で
は
、
２
０
１
５
年
よ
り
国

内
外
の
廃
止
措
置
の
専
門
家
が
集
ま
る
国
際
会
議
「
福
島
リ

サ
ー
チ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
Ｆ
Ｒ
Ｃ
）」
を
開
催
し
、
　
　

廃
炉
に
携

わ
る
技
術
者
の
人
材
育
成
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

原
子
力
機
構
を
対
象
と
し
た
文
部
科
学
省
の
補
助
金
事
業
（
※
）

で
は
、
国
内
外
の
大
学
研
究
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
基
礎
的

基
盤
的
な
研
究
及
び
人
材
育
成
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
福
島
県
内
の
各
セ
ン
タ
ー
の
研
究
開
発

　
　
活
動
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
？

　

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
で
は
、　

事
故
の
様
子
を
模
擬
し
た
実
験
装
置

（
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
）
を
用
い
た
制
御
棒
ブ
レ
ー
ド
破
損
試
験
や
、

　

建
屋
内
の
放
射
性
物
質
分
布
の
可
視
化
技
術
の
開
発
（
コ
ン

プ
ト
ン
カ
メ
ラ
）
な
ど
を
進
め
て
、
燃
料
デ
ブ
リ
取
出
し
工
程

や
建
屋
内
作
業
工
程
の
検
討
に
寄
与
す
る
情
報
を
原
子
力
損
害

賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
や
東
京
電
力
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
　

事
故
以
来
、
三
春
町
や
南
相
馬
市
の
福
島
県
環
境
創
造
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
き
た
無
人
機
等
を
用
い
た
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
活
動
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
自
治
体
の
帰
還
困
難

区
域
の
解
除
決
定
等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
試
験
棟
を
保
有
す
る
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
実
物
大
模
型
）
試
験
装

置
を
併
用
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部

の
補
修
・
止
水
技
術
の
試
験
を
実
施
す
る
他
、
現
在
は
燃
料
デ

ブ
リ
取
出
し
に
向
け
、Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を

用
い
た
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
試
験
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
も
取
り
組
み
、
線

源
位
置
の
可
視
化
等
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

現
在
、
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
第
1
棟
、
第
2
棟
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
第
1
棟
は
、　

で
発
生
す
る
低
・
中

レ
ベ
ル
の
ガ
レ
キ
類
・
水
処
理
二
次
廃
棄
物
等
の
核
種
分
析
を

行
う
施
設
で
す
。
第
2
棟
は
、
燃
料
デ
ブ
リ
を
含
む
高
線
量
の

放
射
性
廃
棄
物
の
分
析
を
行
い
ま
す
。
分
析
を
実
施
す
る
技
術

者
の
育
成
も
重
要
な
業
務
で
あ
り
、
分
析
ス
キ
ル
の
向
上
を
図

る
等
、
分
析
技
術
者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
環
境
回
復
研
究
の
成
果
や

　
　
情
報
は
ど
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

　
　
す
か
？

　

自
治
体
や
住
民
の
方
々
が
知
り
た
い
内
容
に
つ
い
て
、
調
査

研
究
の
成
果
に
基
づ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
情
報
サ
イ

ト
「
Ｆ
ａ
Ｃ
Ｅ
！
Ｓ
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
例
え
ば
「
放
出
さ
れ
た
放
射
性
核
種
は

ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
沈
着
し
た
の
か
」
等
の
疑
問
に
対
し
、
ま

ず
一
般
の
方
に
は
簡
単
な
答
え

を
紹
介
し
、
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
図
表
や
詳
細
解
説
、
専
門

家
に
は
論
文
の
確
認
等
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
情
報
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
様
々
な
機
関
が

調
査
し
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た

「
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
サ
イ
ト
」
等
、
多
く
の

方
々
に
使
用
い
た
だ
け
る
内
容

で
す
。

　
　
今
後
の
展
望
につい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

事
故
直
後
か
ら
現
地
に
入
り
、
福
島
で
の
諸
活
動
に
従
事

し
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
す
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
３
セ
ン
タ
ー
の
連
携
を
密
に
し
て
、
新
た
な

業
務
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
島
研
究
開
発
部
門

の
ベ
ク
ト
ル
を
１
つ
に
す
る
こ
と
で
、
原
子
力
機
構
全
体
に
研

究
開
発
成
果
が
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
具
体
的
に

は
、
放
射
性
廃
棄
物
の
分
析
技
術
が
あ
り
ま
す
。　

の
廃
棄
物

分
析
で
確
立
し
た
技
術
や
そ
こ
で
育
成
さ
れ
た
人
材
は
、
原
子

力
機
構
が
抱
え
て
い
る
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
に
関
し
て

も
適
用
可
能
で
あ
り
、
原
子
力
機
構
施
設
の
円
滑
な
廃
止
措
置

に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、　

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
福
島
県
内
で
の
諸
活
動

を
冊
子
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

※　

年
誌
に
つ
い
て
は
、　

ペ
ー
ジ
の
「
P
L
A
Z
A
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

　
　
福
島
研
究
開
発
部
門
の
こ
れ
ま
で
の

　
　
歩
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

原
子
力
機
構
で
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の　

事
故
直
後
か
ら

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
除
染
活
動
へ
の
支
援
、
国
・
自
治
体
へ

の
協
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
事
故
の
翌
日
か
ら
第
一
陣
が
福

島
入
り
し
活
動
を
開
始
、
同
年
５
月
に
福
島
支
援
本
部
を
設
置

（
そ
の
後
「
福
島
技
術
本
部
」
に
組
織
再
編
）、
６
月
に
は
福
島

市
内
に
福
島
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

同
年　

月
に
政
府
と
東
京
電
力
に
よ
る　

廃
止
措
置
作
業
の

計
画
と
し
て
「
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
も
原
子
力
機
構
の
知
見
や
提
案
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
８
月
に
は
、　

廃
炉

に
向
け
た
技
術
の
研
究
開
発
と
将
来
的
な
廃
炉
技
術
の
基
盤
強

化
を
目
指
す
た
め
に
「
技
術
研
究
組
合　

国
際
廃
炉
研
究
開
発

機
構
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
）」
が
設
立
さ
れ
、
廃
炉
に
関
す
る
研
究
に

参
画
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、体
制
を
強
化
す
る
た
め
、福
島
技
術
本
部
か
ら
「
福

島
研
究
開
発
部
門
」
へ
の
組
織
再
編
や
、
い
わ
き
事
務
所
の
開

設
、
福
島
県
が
三
春
町
と
南
相
馬
市
に
設
置
し
た
福
島
県
環
境

創
造
セ
ン
タ
ー
へ
駐
在
し
て
環
境
回
復
研
究
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

更
に
、
楢
葉
遠
隔
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）、

廃
炉
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）
を
開
設
（
２

０
２
０
年
に
、
環
境
回
復
研
究
と
廃
炉
研
究
を
統
合
し
「
廃
炉

環
境
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）」
に
改
組
）

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
に
は
大
熊
分
析
・
研
究
セ
ン

タ
ー
の
一
部
運
用
を
開
始
し
、
廃
炉
研
究
拠
点
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

福島研究開発部門
企画調整室

室長
み やもと やすあき

宮本 泰明
福島研究開発部門の歩み

福島県内の研究開発拠点

1F

1F
1F

1F

1F

1F

1F

1F

1F

10

（上）NARREC実規模試験エリア内の原子炉格納容器のモックアップ
（下）大熊分析・研究センターの放射性物質分析・研究施設　完成イメージ

福島総合環境情報サイト
「FaCE!S（フェイシス）」
https://fukushima.jaea.go.jp/ceis/

12

10

出典：資源エネルギー庁HP出典：資源エネルギー庁HP

（
※
）
英
知
を
結
集
し
た
原
子
力
科
学
技
術
・
人
材
育
成
推
進
事
業

https://fukushima.jaea.go.jp/ceis/
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の
低
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
重
要
度
の
高
い
施
設
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
原
子
炉
建
家
の
屋
根
や
排
気
筒
等
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
上
回
る
事
故
の
発
生
防
止
及

び
影
響
緩
和
の
た
め
、
ホ
ウ
酸
投
入
に
よ
る
原
子
炉
停
止
対
策
、

内
部
及
び
外
部
か
ら
の
給
水
対
策
等
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
運
転
再
開
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
点

　
が
困
難
で
し
た
か
？

永
冨　

研
究
炉
は
原
子
炉
ご
と
に
目
的
や
出
力
等
の
特
徴
が
異

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
電
用
原
子
炉
の
よ
う
に
審
査
ガ
イ

ド
を
一
律
に
適
用
で
き
ず
、
施
設
ご
と
に
原
子
炉
の
特
徴
を
考

慮
し
た
審
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
原
子
炉
の
出
力
や
そ
の
リ

ス
ク
に
応
じ
て
規
制
要
件
の
程
度
を
決
め
る
グ
レ
ー
デ
ッ
ド
ア

プ
ロ
ー
チ
と
い
う
考
え
方
を
採
用
す
る
こ
と
で
合
理
的
に
審
査

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
停
止
期
間
を
利
用
し
て
、
高
経
年
化
対
策
や
冷

中
性
子
（
※
）
導
管
を
高
性
能
な
ス
ー
パ
ー
ミ
ラ
ー
に
更
新
し
、

冷
中
性
子
ビ
ー
ム
強
度
を
５
倍
に
す
る
な
ど
利
用
性
能
の
向
上

に
も
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
耐
震
改
修
工
事
は
既
設
施
設
を
使

い
な
が
ら
の
難
工
事
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
工
事
の
中
断
等
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
、
安
全
を
最
優
先
に
工
程
を
管
理
す
る
こ
と
は

困
難
の
連
続
で
し
た
。

　

結
果
と
し
て
審
査
及
び
対
策
に
は　

年
間
か
か
り
ま
し
た

が
、
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
無
事
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
安
心

し
て
い
ま
す
。

（
※
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
い
中
性
子

　
　
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
た
め
、

　
　
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
か
？

永
冨
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ
‐
３
で
は
、
２
０
１
４
年
９
月
よ
り
約
４
年
を

か
け
て
、
国
に
よ
る
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
を
受
審
し
、

２
０
１
８
年　

月
に
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。
審
査
で
は
耐
震

評
価
を
見
直
し
、
重
要
度
の
高
い
施
設
（
燃
料
、
制
御
棒
、
原

子
炉
プ
ー
ル
等
）に
つ
い
て
は
、従
来
比
２
・
５
倍
の
地
震
力（
地

震
が
建
物
に
作
用
す
る
力
）
に
対
し
て
も
壊
れ
な
い
と
い
う
評

価
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
比
較
的
重
要
度

Ｊ
Ｒ
Ｒ‐３
の
研
究
成
果
の
例
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
壁　

中
性
子
と
は
、
原
子
核
を
構
成
す
る
粒
子
の
一
つ
で
す
。

物
を
通
り
ぬ
け
る
能
力
や
、
軽
元
素
や
同
位
体
を
見
分
け
る
能

力
、
元
素
分
析
の
能
力
の
他
、
波
の
性
質
や
小
さ
な
磁
石
（
ス

ピ
ン
）
の
性
質
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｒ
‐
３
で
の
中
性
子
利
用
に
は
大
き
く
分
け
て
「
中
性

子
照
射
利
用
」
と
「
中
性
子
ビ
ー
ム
利
用
」
の
２
種
類
が
あ
り
、

基
礎
研
究
か
ら
産
業
利
用
ま
で
、
幅
広
い
分
野
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

中
性
子
照
射
利
用
で
は
、
例
え
ば
、
医
療
用
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
（　

）
や
核
変
換
ド
ー
ピ
ン
グ
に
よ
る
シ
リ
コ
ン
半
導

体
の
製
造
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

中
性
子
ビ
ー
ム
利
用
で
は
、
代
表
的
な
例
と
し
て
中
性
子
の

優
れ
た
透
過
力
を
利
用
し
て
対
象
物
の
透
過
像
を
得
る
非
破
壊

検
査
技
術
（
中
性
子
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
）
が
あ
り
ま
す
。
高
速

動
作
中
エ
ン
ジ
ン
内
部
の
オ
イ
ル
の
動
き
を
観
測
、
解
析
す
る

こ
と
で
、
低
燃
費
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
性
子
が
対
象
物
質
に
散
乱
さ
れ
る
際
に
、
中
性
子
の
運
動
量

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ス
ピ
ン
状
態
の
変
化
を
解
析
す
る
こ
と
で
、

材
料
内
部
の
原
子
や
磁
気
モ
ー
メ
ン
ト
の
配
列
や
運
動
状
態
の

詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
原
理
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
省
電
力
磁
気
デ
バ
イ
ス
開
発
に
も
繋
が
る

基
礎
磁
性
研
究
も
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ‐３
と
は
ど
の
よ
う
な

　
　
原
子
炉
で
す
か
？

永
冨
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ
‐
３
（
※
）
は
、
中
性
子
ビ
ー
ム
実
験
等
に
活

用
さ
れ
る
、
世
界
有
数
の
性
能
を
誇
る
最
大
出
力　

メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
研
究
用
原
子
炉
（
研
究
炉
）
で
す
。
日
本
初
の
国
産
原
子

炉
で
あ
り
、
１
９
６
２
年
に
初
臨
界
を
達
成
し
ま
し
た
。

〜 　

年
に
か
け
て
利
用
拡
大
と
性
能
向
上
を
目
的
に
大
改
造

を
実
施
し
、
そ
の
後
高
性
能
の
研
究
炉
と
し
て
多
く
の
利
用
者

の
要
求
に
応
え
、
年
間
お
よ
そ
２
万
人
が
利
用
、
約
２
０
０
報

の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年　

月
よ
り
定
期
検
査
の
た
め
原
子
炉
を
停
止
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
翌
年
３
月
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
以
降
は
、
新
規
制
基
準
へ
の
対
応
の
た
め
運
転

を
停
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
て
の
検
査
を
完
了
し
、
２
０

２
１
年
２
月　

日
に
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

（
※
）
J
a
p
a
n　

R
e
s
e
a
r
c
h　

R
e
a
c
t
o
r　

N
o
・
3
の
略

4

　
　
運
転
再
開
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
壁

東
海
村
に
あ
る
原
子
力
科
学
研
究
所
の
敷
地
内
に

は
、Ｊ
Ｒ
Ｒ
‐
３
の
他
、
世
界
最
高
性
能
の
パ
ル
ス
中
性
子
実

験
施
設
で
あ
る
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ　

Ｍ
Ｌ
Ｆ
が
あ
り
ま
す
。
運
転

再
開
後
は
、
こ
れ
ら
近
距
離
に
位
置
す
る
２
つ
の
大
型
実
験
施

設
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
相
互
に
利
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
中
性
子
科
学
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

永
冨　

原
子
炉
を
運
転
で
き
な
い　

年
間
で
し
た
が
、
そ
の
間

に
運
転
員
も
若
返
り
、
原
子
炉
の
運
転
経
験
が
な
い
者
も
い
ま

す
。
こ
の
期
間
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
を
重
ね
、
許
認
可
に
携

わ
り
、
施
設
の
保
守
管
理
や
工
事
な
ど
の
経
験
を
積
ん
だ
こ
と

で
、
施
設
の
理
解
と
い
う
面
で
は
と
て
も
意
味
の
あ
っ
た　

年

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
規
制
基
準
も
変
わ
り
、
新
し
い
検
査

制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
か
、
原
子
力
事
業
者
が
社
会
に
果
た
す

べ
き
役
割
や
責
任
は
、　

年
前
に
比
べ
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
要

求
に
応
え
て
い
き

つ
つ
、
安
全
を
最

優
先
に
考
え
、
国

内
外
の
多
く
の

方
々
に
安
心
か
つ

安
定
し
た
研
究
の

場
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q

Q

Q

研究用原子炉JRR-3は、新規制基準に係る全ての検査を完了し
2021年 2月26日に運転を再開しました。
10年間の停止期間の間、どのような取組を行っていたのか、
これまでの研究成果と運転再開後の展望について伺いました。

運転再開 !!
研究炉JRR-3が中性子の
研究開発の針を“進める”

運転再開 !!
研究炉JRR-3が中性子の
研究開発の針を“進める”

原子力科学研究部門
原子力科学研究所
物質科学研究センター
中性子材料解析研究ディビジョン
多重自由度相関研究グループ
グループリーダー

おさかべ とよ た か

長壁　豊隆

原子力科学研究部門
原子力科学研究所
研究炉加速器技術部
次長 兼 JRR-3管理課
課長

ながどみ ひ で き

永冨　英記
研究用原子炉と発電用原子炉の比較

原子炉建家の屋根（左）と排気筒（右）の補強工事の様子

核分裂反応により発生する中性子等の放
射線を用いた研究を行う装置です。
JRR-3 では、除熱性に優れた板状の燃
料を使います。冷却水は沸騰を起こさず、
発生した熱は大気に逃がしています。

核分裂反応により発生する熱を利用して
発電をする施設です。
発電所では多くの熱を取り出すために高
温になりやすいペレット状の燃料を用い
て蒸気を発生させます。

研究用の原子炉 発電用の原子炉
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5

の
低
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
重
要
度
の
高
い
施
設
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
原
子
炉
建
家
の
屋
根
や
排
気
筒
等
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
上
回
る
事
故
の
発
生
防
止
及

び
影
響
緩
和
の
た
め
、
ホ
ウ
酸
投
入
に
よ
る
原
子
炉
停
止
対
策
、

内
部
及
び
外
部
か
ら
の
給
水
対
策
等
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
運
転
再
開
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
点

　
が
困
難
で
し
た
か
？

永
冨　

研
究
炉
は
原
子
炉
ご
と
に
目
的
や
出
力
等
の
特
徴
が
異

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
電
用
原
子
炉
の
よ
う
に
審
査
ガ
イ

ド
を
一
律
に
適
用
で
き
ず
、
施
設
ご
と
に
原
子
炉
の
特
徴
を
考

慮
し
た
審
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
原
子
炉
の
出
力
や
そ
の
リ

ス
ク
に
応
じ
て
規
制
要
件
の
程
度
を
決
め
る
グ
レ
ー
デ
ッ
ド
ア

プ
ロ
ー
チ
と
い
う
考
え
方
を
採
用
す
る
こ
と
で
合
理
的
に
審
査

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
停
止
期
間
を
利
用
し
て
、
高
経
年
化
対
策
や
冷

中
性
子
（
※
）
導
管
を
高
性
能
な
ス
ー
パ
ー
ミ
ラ
ー
に
更
新
し
、

冷
中
性
子
ビ
ー
ム
強
度
を
５
倍
に
す
る
な
ど
利
用
性
能
の
向
上

に
も
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
耐
震
改
修
工
事
は
既
設
施
設
を
使

い
な
が
ら
の
難
工
事
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
工
事
の
中
断
等
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
、
安
全
を
最
優
先
に
工
程
を
管
理
す
る
こ
と
は

困
難
の
連
続
で
し
た
。

　

結
果
と
し
て
審
査
及
び
対
策
に
は　

年
間
か
か
り
ま
し
た

が
、
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
無
事
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
安
心

し
て
い
ま
す
。

（
※
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
い
中
性
子

　
　
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
た
め
、

　
　
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
か
？

永
冨
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ
‐
３
で
は
、
２
０
１
４
年
９
月
よ
り
約
４
年
を

か
け
て
、
国
に
よ
る
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
を
受
審
し
、

２
０
１
８
年　

月
に
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。
審
査
で
は
耐
震

評
価
を
見
直
し
、
重
要
度
の
高
い
施
設
（
燃
料
、
制
御
棒
、
原

子
炉
プ
ー
ル
等
）に
つ
い
て
は
、従
来
比
２
・
５
倍
の
地
震
力（
地

震
が
建
物
に
作
用
す
る
力
）
に
対
し
て
も
壊
れ
な
い
と
い
う
評

価
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
比
較
的
重
要
度

Ｊ
Ｒ
Ｒ‐３
の
研
究
成
果
の
例
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
壁　

中
性
子
と
は
、
原
子
核
を
構
成
す
る
粒
子
の
一
つ
で
す
。

物
を
通
り
ぬ
け
る
能
力
や
、
軽
元
素
や
同
位
体
を
見
分
け
る
能

力
、
元
素
分
析
の
能
力
の
他
、
波
の
性
質
や
小
さ
な
磁
石
（
ス

ピ
ン
）
の
性
質
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｒ
‐
３
で
の
中
性
子
利
用
に
は
大
き
く
分
け
て
「
中
性

子
照
射
利
用
」
と
「
中
性
子
ビ
ー
ム
利
用
」
の
２
種
類
が
あ
り
、

基
礎
研
究
か
ら
産
業
利
用
ま
で
、
幅
広
い
分
野
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

中
性
子
照
射
利
用
で
は
、
例
え
ば
、
医
療
用
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
（　

）
や
核
変
換
ド
ー
ピ
ン
グ
に
よ
る
シ
リ
コ
ン
半
導

体
の
製
造
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

中
性
子
ビ
ー
ム
利
用
で
は
、
代
表
的
な
例
と
し
て
中
性
子
の

優
れ
た
透
過
力
を
利
用
し
て
対
象
物
の
透
過
像
を
得
る
非
破
壊

検
査
技
術
（
中
性
子
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
）
が
あ
り
ま
す
。
高
速

動
作
中
エ
ン
ジ
ン
内
部
の
オ
イ
ル
の
動
き
を
観
測
、
解
析
す
る

こ
と
で
、
低
燃
費
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
性
子
が
対
象
物
質
に
散
乱
さ
れ
る
際
に
、
中
性
子
の
運
動
量

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ス
ピ
ン
状
態
の
変
化
を
解
析
す
る
こ
と
で
、

材
料
内
部
の
原
子
や
磁
気
モ
ー
メ
ン
ト
の
配
列
や
運
動
状
態
の

詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
原
理
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
省
電
力
磁
気
デ
バ
イ
ス
開
発
に
も
繋
が
る

基
礎
磁
性
研
究
も
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ‐３
と
は
ど
の
よ
う
な

　
　
原
子
炉
で
す
か
？

永
冨
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ
‐
３
（
※
）
は
、
中
性
子
ビ
ー
ム
実
験
等
に
活

用
さ
れ
る
、
世
界
有
数
の
性
能
を
誇
る
最
大
出
力　

メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
研
究
用
原
子
炉
（
研
究
炉
）
で
す
。
日
本
初
の
国
産
原
子

炉
で
あ
り
、
１
９
６
２
年
に
初
臨
界
を
達
成
し
ま
し
た
。

〜 　

年
に
か
け
て
利
用
拡
大
と
性
能
向
上
を
目
的
に
大
改
造

を
実
施
し
、
そ
の
後
高
性
能
の
研
究
炉
と
し
て
多
く
の
利
用
者

の
要
求
に
応
え
、
年
間
お
よ
そ
２
万
人
が
利
用
、
約
２
０
０
報

の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年　

月
よ
り
定
期
検
査
の
た
め
原
子
炉
を
停
止
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
翌
年
３
月
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
以
降
は
、
新
規
制
基
準
へ
の
対
応
の
た
め
運
転

を
停
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
て
の
検
査
を
完
了
し
、
２
０

２
１
年
２
月　

日
に
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

（
※
）
J
a
p
a
n　

R
e
s
e
a
r
c
h　

R
e
a
c
t
o
r　

N
o
・
3
の
略

4

　
　
運
転
再
開
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
壁

東
海
村
に
あ
る
原
子
力
科
学
研
究
所
の
敷
地
内
に

は
、Ｊ
Ｒ
Ｒ
‐
３
の
他
、
世
界
最
高
性
能
の
パ
ル
ス
中
性
子
実

験
施
設
で
あ
る
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ　

Ｍ
Ｌ
Ｆ
が
あ
り
ま
す
。
運
転

再
開
後
は
、
こ
れ
ら
近
距
離
に
位
置
す
る
２
つ
の
大
型
実
験
施

設
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
相
互
に
利
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
中
性
子
科
学
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

永
冨　

原
子
炉
を
運
転
で
き
な
い　

年
間
で
し
た
が
、
そ
の
間

に
運
転
員
も
若
返
り
、
原
子
炉
の
運
転
経
験
が
な
い
者
も
い
ま

す
。
こ
の
期
間
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
を
重
ね
、
許
認
可
に
携

わ
り
、
施
設
の
保
守
管
理
や
工
事
な
ど
の
経
験
を
積
ん
だ
こ
と

で
、
施
設
の
理
解
と
い
う
面
で
は
と
て
も
意
味
の
あ
っ
た　

年

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
規
制
基
準
も
変
わ
り
、
新
し
い
検
査

制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
か
、
原
子
力
事
業
者
が
社
会
に
果
た
す

べ
き
役
割
や
責
任
は
、　

年
前
に
比
べ
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
要

求
に
応
え
て
い
き

つ
つ
、
安
全
を
最

優
先
に
考
え
、
国

内
外
の
多
く
の

方
々
に
安
心
か
つ

安
定
し
た
研
究
の

場
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q

Q

Q

研究用原子炉JRR-3は、新規制基準に係る全ての検査を完了し
2021年 2月26日に運転を再開しました。
10年間の停止期間の間、どのような取組を行っていたのか、
これまでの研究成果と運転再開後の展望について伺いました。

運転再開 !!
研究炉JRR-3が中性子の
研究開発の針を“進める”

運転再開 !!
研究炉JRR-3が中性子の
研究開発の針を“進める”

原子力科学研究部門
原子力科学研究所
物質科学研究センター
中性子材料解析研究ディビジョン
多重自由度相関研究グループ
グループリーダー

おさかべ とよ た か

長壁　豊隆

原子力科学研究部門
原子力科学研究所
研究炉加速器技術部
次長 兼 JRR-3管理課
課長

ながどみ ひ で き

永冨　英記
研究用原子炉と発電用原子炉の比較

原子炉建家の屋根（左）と排気筒（右）の補強工事の様子

核分裂反応により発生する中性子等の放
射線を用いた研究を行う装置です。
JRR-3 では、除熱性に優れた板状の燃
料を使います。冷却水は沸騰を起こさず、
発生した熱は大気に逃がしています。

核分裂反応により発生する熱を利用して
発電をする施設です。
発電所では多くの熱を取り出すために高
温になりやすいペレット状の燃料を用い
て蒸気を発生させます。
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地下350メートルから世界へ
「深地層研究」を
最先端へと“進める”

地下350メートルから世界へ
「深地層研究」を
最先端へと“進める”

原子力機構では、高レベル放射性廃棄物を地下に閉じ込める
地層処分技術に関する研究開発を、20年以上にわたって行ってきました。
幌延・瑞浪の２拠点で行ってきた深地層研究とはどのようなものなのか、
さらに幌延深地層研究センターの今後の展開について、話を伺いました。

原子力機構では、高レベル放射性廃棄物を地下に閉じ込める
地層処分技術に関する研究開発を、20年以上にわたって行ってきました。
幌延・瑞浪の２拠点で行ってきた深地層研究とはどのようなものなのか、
さらに幌延深地層研究センターの今後の展開について、話を伺いました。

の
低
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
重
要
度
の
高
い
施
設
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
原
子
炉
建
家
の
屋
根
や
排
気
筒
等
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
上
回
る
事
故
の
発
生
防
止
及

び
影
響
緩
和
の
た
め
、
ホ
ウ
酸
投
入
に
よ
る
原
子
炉
停
止
対
策
、

内
部
及
び
外
部
か
ら
の
給
水
対
策
等
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
運
転
再
開
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
点

　
　
が
困
難
で
し
た
か
？

永
冨　

研
究
炉
は
原
子
炉
ご
と
に
目
的
や
出
力
等
の
特
徴
が
異

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
電
用
原
子
炉
の
よ
う
に
審
査
ガ
イ

ド
を
一
律
に
適
用
で
き
ず
、
施
設
ご
と
に
原
子
炉
の
特
徴
を
考

慮
し
た
審
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
原
子
炉
の
出
力
や
そ
の
リ

ス
ク
に
応
じ
て
規
制
要
件
の
程
度
を
決
め
る
グ
レ
ー
デ
ッ
ド
ア

プ
ロ
ー
チ
と
い
う
考
え
方
を
採
用
す
る
こ
と
で
合
理
的
に
審
査

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
停
止
期
間
を
利
用
し
て
、
高
経
年
化
対
策
や
冷

中
性
子
（
※
）
導
管
を
高
性
能
な
ス
ー
パ
ー
ミ
ラ
ー
に
更
新
し
、

冷
中
性
子
ビ
ー
ム
強
度
を
５
倍
に
す
る
な
ど
利
用
性
能
の
向
上

に
も
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
耐
震
改
修
工
事
は
既
設
施
設
を
使

い
な
が
ら
の
難
工
事
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
工
事
の
中
断
等
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
、
安
全
を
最
優
先
に
工
程
を
管
理
す
る
こ
と
は

困
難
の
連
続
で
し
た
。

　

結
果
と
し
て
審
査
及
び
対
策
に
は　

年
間
か
か
り
ま
し
た

が
、
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
無
事
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
安
心

し
て
い
ま
す
。  

（
※
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
い
中
性
子

67

　
　
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
た
め
、

　
　
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
か
？

永
冨
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ 

‐
３
で
は
、
２
０
１
４
年
９
月
よ
り
約
４
年
を

か
け
て
、
国
に
よ
る
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
を
受
審
し
、

２
０
１
８
年　

月
に
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。
審
査
で
は
耐
震

評
価
を
見
直
し
、
重
要
度
の
高
い
施
設
（
燃
料
、
制
御
棒
、
原

子
炉
プ
ー
ル
等
）に
つ
い
て
は
、従
来
比
２
・
５
倍
の
地
震
力（
地

震
が
建
物
に
作
用
す
る
力
）
に
対
し
て
も
壊
れ
な
い
と
い
う
評

価
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
比
較
的
重
要
度

　
　

Ｊ
Ｒ
Ｒ‐３
の
研
究
成
果
の
例
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
壁　

中
性
子
と
は
、
原
子
核
を
構
成
す
る
粒
子
の
一
つ
で
す
。

物
を
通
り
ぬ
け
る
能
力
や
、
軽
元
素
や
同
位
体
を
見
分
け
る
能

力
、
元
素
分
析
の
能
力
の
他
、
波
の
性
質
や
小
さ
な
磁
石
（
ス

ピ
ン
）
の
性
質
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｒ 

‐
３
で
の
中
性
子
利
用
に
は
大
き
く
分
け
て
「
中
性

子
照
射
利
用
」
と
「
中
性
子
ビ
ー
ム
利
用
」
の
２
種
類
が
あ
り
、

基
礎
研
究
か
ら
産
業
利
用
ま
で
、
幅
広
い
分
野
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

中
性
子
照
射
利
用
で
は
、
例
え
ば
、
医
療
用
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
（　

）
や
核
変
換
ド
ー
ピ
ン
グ
に
よ
る
シ
リ
コ
ン
半
導

体
の
製
造
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

中
性
子
ビ
ー
ム
利
用
で
は
、
代
表
的
な
例
と
し
て
中
性
子
の

優
れ
た
透
過
力
を
利
用
し
て
対
象
物
の
透
過
像
を
得
る
非
破
壊

検
査
技
術
（
中
性
子
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
）
が
あ
り
ま
す
。
高
速

動
作
中
エ
ン
ジ
ン
内
部
の
オ
イ
ル
の
動
き
を
観
測
、
解
析
す
る

こ
と
で
、
低
燃
費
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
性
子
が
対
象
物
質
に
散
乱
さ
れ
る
際
に
、
中
性
子
の
運
動
量

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ス
ピ
ン
状
態
の
変
化
を
解
析
す
る
こ
と
で
、

材
料
内
部
の
原
子
や
磁
気
モ
ー
メ
ン
ト
の
配
列
や
運
動
状
態
の

詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
原
理
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
省
電
力
磁
気
デ
バ
イ
ス
開
発
に
も
繋
が
る

基
礎
磁
性
研
究
も
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ‐３
と
は
ど
の
よ
う
な

　
　
原
子
炉
で
す
か
？

永
冨
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ 

‐
３
（
※
）
は
、
中
性
子
ビ
ー
ム
実
験
等
に
活

用
さ
れ
る
、
世
界
有
数
の
性
能
を
誇
る
最
大
出
力　

メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
研
究
用
原
子
炉
（
研
究
炉
）
で
す
。
日
本
初
の
国
産
原
子

炉
で
あ
り
、
１
９
６
２
年
に
初
臨
界
を
達
成
し
ま
し
た
。　

 

〜 　

年
に
か
け
て
利
用
拡
大
と
性
能
向
上
を
目
的
に
大
改
造

を
実
施
し
、
そ
の
後
高
性
能
の
研
究
炉
と
し
て
多
く
の
利
用
者

の
要
求
に
応
え
、
年
間
お
よ
そ
２
万
人
が
利
用
、
約
２
０
０
報

の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年　

月
よ
り
定
期
検
査
の
た
め
原
子
炉
を
停
止
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
翌
年
３
月
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
以
降
は
、
新
規
制
基
準
へ
の
対
応
の
た
め
運
転

を
停
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
て
の
検
査
を
完
了
し
、
２
０

２
１
年
２
月　

日
に
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

（
※
）
J
a
p
a
n　

R
e
s
e
a
r
c
h　

R
e
a
c
t
o
r　

N
o
・ 

3
の
略

　
　
運
転
再
開
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
壁　

東
海
村
に
あ
る
原
子
力
科
学
研
究
所
の
敷
地
内
に

は
、Ｊ
Ｒ
Ｒ 

‐
３
の
他
、
世
界
最
高
性
能
の
パ
ル
ス
中
性
子
実

験
施
設
で
あ
る
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ　

Ｍ
Ｌ
Ｆ
が
あ
り
ま
す
。
運
転

再
開
後
は
、
こ
れ
ら
近
距
離
に
位
置
す
る
２
つ
の
大
型
実
験
施

設
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
相
互
に
利
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
中
性
子
科
学
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

永
冨　

原
子
炉
を
運
転
で
き
な
い　

年
間
で
し
た
が
、
そ
の
間

に
運
転
員
も
若
返
り
、
原
子
炉
の
運
転
経
験
が
な
い
者
も
い
ま

す
。
こ
の
期
間
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
を
重
ね
、
許
認
可
に
携

わ
り
、
施
設
の
保
守
管
理
や
工
事
な
ど
の
経
験
を
積
ん
だ
こ
と

で
、
施
設
の
理
解
と
い
う
面
で
は
と
て
も
意
味
の
あ
っ
た　

年

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
規
制
基
準
も
変
わ
り
、
新
し
い
検
査

制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
か
、
原
子
力
事
業
者
が
社
会
に
果
た
す

べ
き
役
割
や
責
任
は
、　

年
前
に
比
べ
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
要

求
に
応
え
て
い
き

つ
つ
、
安
全
を
最

優
先
に
考
え
、
国

内
外
の
多
く
の

方
々
に
安
心
か
つ

安
定
し
た
研
究
の

場
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q

Q

Q

排水路

　
　
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」と

　
　
「
深
地
層
研
究
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
と
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら

出
る
使
用
済
燃
料
が
再
処
理
さ
れ
た
後
に
残
る
い
わ
ゆ
る
「
核

の
ご
み
」で
す
。
日
本
で
は
、ガ
ラ
ス
と
混
ぜ
て
固
め
た
も
の（
ガ

ラ
ス
固
化
体
）
を
、
地
表
か
ら
3
0
0
ｍ
以
上
の
深
さ
の
安
定

し
た
岩
盤
に
閉
じ
込
め
て
処
分
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
「
地
層
処
分
」
と
呼
び
ま
す
。

　

原
子
力
機
構
で
は
、
地
層
処
分
の
技
術
的
信
頼
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
「
深
地
層
研
究
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究

開
発
に
は
大
き
く
2
つ
あ
り
、
１
つ
は
岩
盤
や
地
下
水
が
ど
う

い
う
状
態
な
の
か
、
つ
ま
り
地
質
環
境
を
調
べ
る
た
め
の
技
術

を
構
築
す
る
「
地
層
科
学
研
究
」、
も
う
１
つ
は
、
ガ
ラ
ス
固

化
体
を
金
属
製
の
容
器
に
入
れ
、
周
り
に
粘
土
を
主
成
分
と
す

る
緩
衝
材
を
設
置
す
る
人
工
バ
リ
ア
の
性
能
な
ど
を
確
認
す
る

「
地
層
処
分
研
究
開
発
」
に
な
り
ま
す
。（
※
）

　
「
地
層
科
学
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
ま
で
に
主

要
な
技
術
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
令
和
２
年
度
以

降
は
「
地
層
処
分
研
究
開
発
」
を
主
体
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）
研
究
で
使
用
す
る
の
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
模
擬
し
た
「
試
験
体
」

で
あ
り
、
実
際
の
廃
棄
物
や
放
射
性
の
元
素
を
扱
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高レベル放射性廃棄物とは？

天然の岩盤と人工物を組み合わせた多重バリアシステム

JRR-3 を使ってできること

JRR-3 の今後の展望について語る、
長壁さん（左）と永冨さん（右）

JRR-3 ビームホール（中性子ビーム実験装置群）

取材日：令和3年1月26日取材日：令和3年1月26日
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地下350メートルから世界へ
「深地層研究」を
最先端へと“進める”

地下350メートルから世界へ
「深地層研究」を
最先端へと“進める”

原子力機構では、高レベル放射性廃棄物を地下に閉じ込める
地層処分技術に関する研究開発を、20年以上にわたって行ってきました。
幌延・瑞浪の２拠点で行ってきた深地層研究とはどのようなものなのか、
さらに幌延深地層研究センターの今後の展開について、話を伺いました。

原子力機構では、高レベル放射性廃棄物を地下に閉じ込める
地層処分技術に関する研究開発を、20年以上にわたって行ってきました。
幌延・瑞浪の２拠点で行ってきた深地層研究とはどのようなものなのか、
さらに幌延深地層研究センターの今後の展開について、話を伺いました。

の
低
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
重
要
度
の
高
い
施
設
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
原
子
炉
建
家
の
屋
根
や
排
気
筒
等
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
上
回
る
事
故
の
発
生
防
止
及

び
影
響
緩
和
の
た
め
、
ホ
ウ
酸
投
入
に
よ
る
原
子
炉
停
止
対
策
、

内
部
及
び
外
部
か
ら
の
給
水
対
策
等
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
運
転
再
開
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
点

　
　
が
困
難
で
し
た
か
？

永
冨　

研
究
炉
は
原
子
炉
ご
と
に
目
的
や
出
力
等
の
特
徴
が
異

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
電
用
原
子
炉
の
よ
う
に
審
査
ガ
イ

ド
を
一
律
に
適
用
で
き
ず
、
施
設
ご
と
に
原
子
炉
の
特
徴
を
考

慮
し
た
審
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
原
子
炉
の
出
力
や
そ
の
リ

ス
ク
に
応
じ
て
規
制
要
件
の
程
度
を
決
め
る
グ
レ
ー
デ
ッ
ド
ア

プ
ロ
ー
チ
と
い
う
考
え
方
を
採
用
す
る
こ
と
で
合
理
的
に
審
査

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
停
止
期
間
を
利
用
し
て
、
高
経
年
化
対
策
や
冷

中
性
子
（
※
）
導
管
を
高
性
能
な
ス
ー
パ
ー
ミ
ラ
ー
に
更
新
し
、

冷
中
性
子
ビ
ー
ム
強
度
を
５
倍
に
す
る
な
ど
利
用
性
能
の
向
上

に
も
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
耐
震
改
修
工
事
は
既
設
施
設
を
使

い
な
が
ら
の
難
工
事
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
工
事
の
中
断
等
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
、
安
全
を
最
優
先
に
工
程
を
管
理
す
る
こ
と
は

困
難
の
連
続
で
し
た
。

　

結
果
と
し
て
審
査
及
び
対
策
に
は　

年
間
か
か
り
ま
し
た

が
、
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
無
事
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
安
心

し
て
い
ま
す
。  

（
※
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
い
中
性
子

67

　
　
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
た
め
、

　
　
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
か
？

永
冨
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ 

‐
３
で
は
、
２
０
１
４
年
９
月
よ
り
約
４
年
を

か
け
て
、
国
に
よ
る
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
を
受
審
し
、

２
０
１
８
年　

月
に
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。
審
査
で
は
耐
震

評
価
を
見
直
し
、
重
要
度
の
高
い
施
設
（
燃
料
、
制
御
棒
、
原

子
炉
プ
ー
ル
等
）に
つ
い
て
は
、従
来
比
２
・
５
倍
の
地
震
力（
地

震
が
建
物
に
作
用
す
る
力
）
に
対
し
て
も
壊
れ
な
い
と
い
う
評

価
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
比
較
的
重
要
度

　
　

Ｊ
Ｒ
Ｒ‐３
の
研
究
成
果
の
例
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
壁　

中
性
子
と
は
、
原
子
核
を
構
成
す
る
粒
子
の
一
つ
で
す
。

物
を
通
り
ぬ
け
る
能
力
や
、
軽
元
素
や
同
位
体
を
見
分
け
る
能

力
、
元
素
分
析
の
能
力
の
他
、
波
の
性
質
や
小
さ
な
磁
石
（
ス

ピ
ン
）
の
性
質
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｒ 

‐
３
で
の
中
性
子
利
用
に
は
大
き
く
分
け
て
「
中
性

子
照
射
利
用
」
と
「
中
性
子
ビ
ー
ム
利
用
」
の
２
種
類
が
あ
り
、

基
礎
研
究
か
ら
産
業
利
用
ま
で
、
幅
広
い
分
野
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

中
性
子
照
射
利
用
で
は
、
例
え
ば
、
医
療
用
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
（　

）
や
核
変
換
ド
ー
ピ
ン
グ
に
よ
る
シ
リ
コ
ン
半
導

体
の
製
造
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

中
性
子
ビ
ー
ム
利
用
で
は
、
代
表
的
な
例
と
し
て
中
性
子
の

優
れ
た
透
過
力
を
利
用
し
て
対
象
物
の
透
過
像
を
得
る
非
破
壊

検
査
技
術
（
中
性
子
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
）
が
あ
り
ま
す
。
高
速

動
作
中
エ
ン
ジ
ン
内
部
の
オ
イ
ル
の
動
き
を
観
測
、
解
析
す
る

こ
と
で
、
低
燃
費
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
性
子
が
対
象
物
質
に
散
乱
さ
れ
る
際
に
、
中
性
子
の
運
動
量

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ス
ピ
ン
状
態
の
変
化
を
解
析
す
る
こ
と
で
、

材
料
内
部
の
原
子
や
磁
気
モ
ー
メ
ン
ト
の
配
列
や
運
動
状
態
の

詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
原
理
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
省
電
力
磁
気
デ
バ
イ
ス
開
発
に
も
繋
が
る

基
礎
磁
性
研
究
も
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ‐３
と
は
ど
の
よ
う
な

　
　
原
子
炉
で
す
か
？

永
冨
　
Ｊ
Ｒ
Ｒ 

‐
３
（
※
）
は
、
中
性
子
ビ
ー
ム
実
験
等
に
活

用
さ
れ
る
、
世
界
有
数
の
性
能
を
誇
る
最
大
出
力　

メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
研
究
用
原
子
炉
（
研
究
炉
）
で
す
。
日
本
初
の
国
産
原
子

炉
で
あ
り
、
１
９
６
２
年
に
初
臨
界
を
達
成
し
ま
し
た
。　

 

〜 　

年
に
か
け
て
利
用
拡
大
と
性
能
向
上
を
目
的
に
大
改
造

を
実
施
し
、
そ
の
後
高
性
能
の
研
究
炉
と
し
て
多
く
の
利
用
者

の
要
求
に
応
え
、
年
間
お
よ
そ
２
万
人
が
利
用
、
約
２
０
０
報

の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年　

月
よ
り
定
期
検
査
の
た
め
原
子
炉
を
停
止
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
翌
年
３
月
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
以
降
は
、
新
規
制
基
準
へ
の
対
応
の
た
め
運
転

を
停
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
て
の
検
査
を
完
了
し
、
２
０

２
１
年
２
月　

日
に
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

（
※
）
J
a
p
a
n　

R
e
s
e
a
r
c
h　

R
e
a
c
t
o
r　

N
o
・ 
3
の
略

　
　
運
転
再
開
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
壁　

東
海
村
に
あ
る
原
子
力
科
学
研
究
所
の
敷
地
内
に

は
、Ｊ
Ｒ
Ｒ 

‐
３
の
他
、
世
界
最
高
性
能
の
パ
ル
ス
中
性
子
実

験
施
設
で
あ
る
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ　

Ｍ
Ｌ
Ｆ
が
あ
り
ま
す
。
運
転

再
開
後
は
、
こ
れ
ら
近
距
離
に
位
置
す
る
２
つ
の
大
型
実
験
施

設
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
相
互
に
利
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
中
性
子
科
学
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

永
冨　

原
子
炉
を
運
転
で
き
な
い　

年
間
で
し
た
が
、
そ
の
間

に
運
転
員
も
若
返
り
、
原
子
炉
の
運
転
経
験
が
な
い
者
も
い
ま

す
。
こ
の
期
間
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
訓
練
を
重
ね
、
許
認
可
に
携

わ
り
、
施
設
の
保
守
管
理
や
工
事
な
ど
の
経
験
を
積
ん
だ
こ
と

で
、
施
設
の
理
解
と
い
う
面
で
は
と
て
も
意
味
の
あ
っ
た　

年

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
規
制
基
準
も
変
わ
り
、
新
し
い
検
査

制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
か
、
原
子
力
事
業
者
が
社
会
に
果
た
す

べ
き
役
割
や
責
任
は
、　

年
前
に
比
べ
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
要

求
に
応
え
て
い
き

つ
つ
、
安
全
を
最

優
先
に
考
え
、
国

内
外
の
多
く
の

方
々
に
安
心
か
つ

安
定
し
た
研
究
の

場
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q

Q

Q

排水路

　
　
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」と

　
　
「
深
地
層
研
究
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
と
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら

出
る
使
用
済
燃
料
が
再
処
理
さ
れ
た
後
に
残
る
い
わ
ゆ
る
「
核

の
ご
み
」で
す
。
日
本
で
は
、ガ
ラ
ス
と
混
ぜ
て
固
め
た
も
の（
ガ

ラ
ス
固
化
体
）
を
、
地
表
か
ら
3
0
0
ｍ
以
上
の
深
さ
の
安
定

し
た
岩
盤
に
閉
じ
込
め
て
処
分
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
「
地
層
処
分
」
と
呼
び
ま
す
。

　

原
子
力
機
構
で
は
、
地
層
処
分
の
技
術
的
信
頼
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
「
深
地
層
研
究
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究

開
発
に
は
大
き
く
2
つ
あ
り
、
１
つ
は
岩
盤
や
地
下
水
が
ど
う

い
う
状
態
な
の
か
、
つ
ま
り
地
質
環
境
を
調
べ
る
た
め
の
技
術

を
構
築
す
る
「
地
層
科
学
研
究
」、
も
う
１
つ
は
、
ガ
ラ
ス
固

化
体
を
金
属
製
の
容
器
に
入
れ
、
周
り
に
粘
土
を
主
成
分
と
す

る
緩
衝
材
を
設
置
す
る
人
工
バ
リ
ア
の
性
能
な
ど
を
確
認
す
る

「
地
層
処
分
研
究
開
発
」
に
な
り
ま
す
。（
※
）

　
「
地
層
科
学
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
ま
で
に
主

要
な
技
術
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
令
和
２
年
度
以

降
は
「
地
層
処
分
研
究
開
発
」
を
主
体
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）
研
究
で
使
用
す
る
の
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
模
擬
し
た
「
試
験
体
」

で
あ
り
、
実
際
の
廃
棄
物
や
放
射
性
の
元
素
を
扱
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高レベル放射性廃棄物とは？

天然の岩盤と人工物を組み合わせた多重バリアシステム

JRR-3 を使ってできること

JRR-3 の今後の展望について語る、
長壁さん（左）と永冨さん（右）

JRR-3 ビームホール（中性子ビーム実験装置群）

取材日：令和3年1月26日取材日：令和3年1月26日

10

10

10

ＲＩ
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幌
延
で
進
め
る
「
研
究
開
発
拠
点
　

　（
C
O
E
）
化
」
と
は
ど
の
よ
う
な
　

　
取
組
で
す
か
？

　

C
O
E
（
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
）
と
は
、
最

先
端
の
技
術
や
優
れ
た
人
材
を
、
組
織
や
国
を
飛
び
越
え
て
集

約
し
た
研
究
拠
点
の
こ
と
で
す
。
C
O
E
化
が
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
そ
の
施
設
が
ど
の
よ
う
な
独
自
性
と
価
値
を
持
っ
て
い

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

地
層
処
分
の
研
究
を
実
施
す
る
機
関
は
世
界
中
に
あ
り
ま
す

が
、
地
下
研
究
施
設
を
保
有
し
て
い
る
機
関
は
実
は
そ
う
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
韓
国
に
も
小
規
模
な
地
下
研
究
施
設
は
あ
り

ま
す
が
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
大
規
模
な
地

下
施
設
は
ア
ジ
ア
で
唯
一
と
な
り
ま
す
。

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
を
、
国

内
・
国
外
問
わ
ず
、
様
々
な
方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
大
学
や
様
々

な
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
を
多
数
実
施
し
て
お
り
、
学
生
の

卒
業
・
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
や
、
人
材
育
成
の
場
と
し
て
も
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

国
際
的
に
は
、
現
在
、
主
に
解
析
技
術
開
発
に
関
わ
る
国
際

共
同
研
究
を
、
中
国
・
台
湾
・
韓
国
・
ド
イ
ツ
・
日
本
の
５
カ

国
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
他
の
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
環
太
平
洋
の
国
々
に
も
、
地
下
研
究
施
設
や
デ
ー
タ

を
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
、
世
界
に
お
け
る
幌
延
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
の
存
在
価
値
を
今
以
上
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て

　
　
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、①
実
際
の
地
質
環
境
に
お
け
る
人
工
バ
リ
ア
の
適

用
性
確
認
、②
処
分
概
念
オ
プ
シ
ョ
ン
の
実
証
、③
地
殻
変
動
に

対
す
る
堆
積
岩
の
緩
衝
能
力
の
検
証
、
と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ

の
研
究
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

人
工
バ
リ
ア
の
設
置
方
法
の
確
認
や
、
設
置
後
の
周
辺
環
境

の
研
究
、
1
0
0
℃
以
上
の
高
温
度
に
な
る
な
ど
の
想
定
外
の

事
態
が
発
生
し
た
と
き
の
性
能
確
認
、
地
殻
変
動
に
よ
る
影
響

の
把
握
や
回
復
挙
動
研
究
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
や
技
術
開

発
を
１
つ
１
つ
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
近
で
は
、
北
海
道
の
２
町
村
が
最
終
処
分
場
の
文
献
調
査

に
応
募
し
た
こ
と
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
放
射
性
廃
棄
物
の
地

層
処
分
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
層
処
分
に
関

し
て
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
で
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
開
発
さ
れ
て
き
た
様
々
な
技
術

の
信
頼
性
を
社
会
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
層
処
分
に
関

わ
る
理
解
も
進
み
、
信
頼
性
も
醸
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
た
め
、
社
会
に
対
す
る

責
任
感
と
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
原
子
力
機
構
の
深
地
層
研
究
で
は
、

　
具
体
的
に
ど
ん
な
研
究
を
行
っ
て
い
る

　
　
の
で
す
か
？

　

原
子
力
機
構
で
は
、
北
海
道
幌
延
町
と
岐
阜
県
瑞
浪
市
に
地

下
研
究
施
設
を
建
設
し
研
究
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
瑞
浪

市
に
あ
る
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
は
、

主
に
マ
グ
マ
が
固
ま
っ
て
で
き
た
花
崗
岩
を
対
象
と
し
た
地
層

科
学
研
究
の
拠
点
で
す
。
一
方
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
砂
泥
が
積
み
重
な
っ
て
固
ま
っ
た
堆
積
岩
を
対
象
と
し

て
地
層
科
学
研
究
と
地
層
処
分
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
列
島
で
は
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
っ
て
地

下
深
く
で
マ
グ
マ
が
で
き
、
地
表
付
近
ま
で
上
が
っ
て
く
る
と

き
に
花
崗
岩
が
で
き
ま
す
。
そ
の
上
に
は
海
底
や
湖
底
に
堆
積

し
た
堆
積
岩
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
地
下
深
部
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
こ
の
２
種
類
の
岩
石
を
対
象
と
し
た
研
究
開
発
を
行

う
こ
と
で
、将
来
、ど
こ
に
処
分
場
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
も
利
用
可
能
な
技
術
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
で
は
、
深
度
5
0
0
ｍ
ま
で
坑
道
を

掘
削
し
、
地
下
施
設
を
建
設
す
る
技
術
の
ほ
か
、
岩
石
の
割
れ

目
か
ら
湧
水
す
る
地
下
水
を
減
ら
す
技
術
や
、
地
上
や
地
下
か

ら
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
を
掘
り
地
質
環
境
を
調
べ
る
技
術
な
ど
、

様
々
な
技
術
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
開
発
は

昨
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
し
、
現
在
は
地
下
施
設
を
埋
め
戻
す

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
層
科
学
研
究
を
令
和

元
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
し
、
令
和
２
年
度
以
降
は
、
幌
延
町

と
北
海
道
よ
り
研
究
開
発
延
長
の
ご
了
承
を
い
た
だ
き
、
地
層

処
分
研
究
開
発
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

8

Q

Q

Q

核燃料・バックエンド研究開発部門
幌延深地層研究センター
深地層研究部
部長

いわつき て る き

岩月　輝希

幌延深地層研究センター（北海道幌延町）

人工バリア性能確認試験の様子

2つの地下研究施設の役割埋め戻し作業開始前の瑞浪超深地層研究所（岐阜県瑞浪市）

幌延深地層研究センターで
は、地下施設整備の状況や
調査研究の現状をホーム
ページで紹介しています。
より詳しく知りたい方は、
幌延深地層研究センター　
ホームページをご覧ください。
https://www.jaea.go.jp/
04/horonobe/

https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
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幌
延
で
進
め
る
「
研
究
開
発
拠
点
　

　（
C
O
E
）
化
」
と
は
ど
の
よ
う
な
　

　
取
組
で
す
か
？

　

C
O
E
（
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
）
と
は
、
最

先
端
の
技
術
や
優
れ
た
人
材
を
、
組
織
や
国
を
飛
び
越
え
て
集

約
し
た
研
究
拠
点
の
こ
と
で
す
。
C
O
E
化
が
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
そ
の
施
設
が
ど
の
よ
う
な
独
自
性
と
価
値
を
持
っ
て
い

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

地
層
処
分
の
研
究
を
実
施
す
る
機
関
は
世
界
中
に
あ
り
ま
す

が
、
地
下
研
究
施
設
を
保
有
し
て
い
る
機
関
は
実
は
そ
う
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
韓
国
に
も
小
規
模
な
地
下
研
究
施
設
は
あ
り

ま
す
が
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
大
規
模
な
地

下
施
設
は
ア
ジ
ア
で
唯
一
と
な
り
ま
す
。

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
を
、
国

内
・
国
外
問
わ
ず
、
様
々
な
方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
大
学
や
様
々

な
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
を
多
数
実
施
し
て
お
り
、
学
生
の

卒
業
・
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
や
、
人
材
育
成
の
場
と
し
て
も
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

国
際
的
に
は
、
現
在
、
主
に
解
析
技
術
開
発
に
関
わ
る
国
際

共
同
研
究
を
、
中
国
・
台
湾
・
韓
国
・
ド
イ
ツ
・
日
本
の
５
カ

国
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
他
の
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
環
太
平
洋
の
国
々
に
も
、
地
下
研
究
施
設
や
デ
ー
タ

を
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
、
世
界
に
お
け
る
幌
延
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
の
存
在
価
値
を
今
以
上
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て

　
　
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、①
実
際
の
地
質
環
境
に
お
け
る
人
工
バ
リ
ア
の
適

用
性
確
認
、②
処
分
概
念
オ
プ
シ
ョ
ン
の
実
証
、③
地
殻
変
動
に

対
す
る
堆
積
岩
の
緩
衝
能
力
の
検
証
、
と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ

の
研
究
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

人
工
バ
リ
ア
の
設
置
方
法
の
確
認
や
、
設
置
後
の
周
辺
環
境

の
研
究
、
1
0
0
℃
以
上
の
高
温
度
に
な
る
な
ど
の
想
定
外
の

事
態
が
発
生
し
た
と
き
の
性
能
確
認
、
地
殻
変
動
に
よ
る
影
響

の
把
握
や
回
復
挙
動
研
究
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
や
技
術
開

発
を
１
つ
１
つ
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
近
で
は
、
北
海
道
の
２
町
村
が
最
終
処
分
場
の
文
献
調
査

に
応
募
し
た
こ
と
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
放
射
性
廃
棄
物
の
地

層
処
分
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
層
処
分
に
関

し
て
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
で
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
開
発
さ
れ
て
き
た
様
々
な
技
術

の
信
頼
性
を
社
会
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
層
処
分
に
関

わ
る
理
解
も
進
み
、
信
頼
性
も
醸
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
た
め
、
社
会
に
対
す
る

責
任
感
と
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
原
子
力
機
構
の
深
地
層
研
究
で
は
、

　
具
体
的
に
ど
ん
な
研
究
を
行
っ
て
い
る

　
　
の
で
す
か
？

　

原
子
力
機
構
で
は
、
北
海
道
幌
延
町
と
岐
阜
県
瑞
浪
市
に
地

下
研
究
施
設
を
建
設
し
研
究
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
瑞
浪

市
に
あ
る
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
は
、

主
に
マ
グ
マ
が
固
ま
っ
て
で
き
た
花
崗
岩
を
対
象
と
し
た
地
層

科
学
研
究
の
拠
点
で
す
。
一
方
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
砂
泥
が
積
み
重
な
っ
て
固
ま
っ
た
堆
積
岩
を
対
象
と
し

て
地
層
科
学
研
究
と
地
層
処
分
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
列
島
で
は
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
っ
て
地

下
深
く
で
マ
グ
マ
が
で
き
、
地
表
付
近
ま
で
上
が
っ
て
く
る
と

き
に
花
崗
岩
が
で
き
ま
す
。
そ
の
上
に
は
海
底
や
湖
底
に
堆
積

し
た
堆
積
岩
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
地
下
深
部
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
こ
の
２
種
類
の
岩
石
を
対
象
と
し
た
研
究
開
発
を
行

う
こ
と
で
、将
来
、ど
こ
に
処
分
場
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
も
利
用
可
能
な
技
術
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
で
は
、
深
度
5
0
0
ｍ
ま
で
坑
道
を

掘
削
し
、
地
下
施
設
を
建
設
す
る
技
術
の
ほ
か
、
岩
石
の
割
れ

目
か
ら
湧
水
す
る
地
下
水
を
減
ら
す
技
術
や
、
地
上
や
地
下
か

ら
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
を
掘
り
地
質
環
境
を
調
べ
る
技
術
な
ど
、

様
々
な
技
術
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
開
発
は

昨
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
し
、
現
在
は
地
下
施
設
を
埋
め
戻
す

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
層
科
学
研
究
を
令
和

元
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
し
、
令
和
２
年
度
以
降
は
、
幌
延
町

と
北
海
道
よ
り
研
究
開
発
延
長
の
ご
了
承
を
い
た
だ
き
、
地
層

処
分
研
究
開
発
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

8

Q

Q

Q

核燃料・バックエンド研究開発部門
幌延深地層研究センター
深地層研究部
部長

いわつき て る き

岩月　輝希

幌延深地層研究センター（北海道幌延町）

人工バリア性能確認試験の様子

2つの地下研究施設の役割埋め戻し作業開始前の瑞浪超深地層研究所（岐阜県瑞浪市）

幌延深地層研究センターで
は、地下施設整備の状況や
調査研究の現状をホーム
ページで紹介しています。
より詳しく知りたい方は、
幌延深地層研究センター　
ホームページをご覧ください。
https://www.jaea.go.jp/
04/horonobe/

https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
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令
和
2
年　

月　

日
（
火
）、
第　

回
原
子
力
機

構
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
初
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
で
し
た
。

　

原
子
力
機
構
で
は
、
今
、
お
読
み
い
た
だ
い
て

い
る
「
未
来
へ
げ
ん
き
」
の
表
紙
裏
に
も
掲
載
の

と
お
り
、
令
和
2
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
、「〝
新

原
子
力
〞
の
実
現
」
を
支
え
る
2
つ
の
テ
ー
マ
（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
機
構
に
お
け
る
施
設
の
廃

止
措
置
等
の
取
組
）
を
中
心
に
据
え
成
果
を
発
信

し
て
お
り
ま
す
。
報
告
会
で
は
、
新
た
な
変
革
に

向
け
た
取
組
と
し
て
、
原
子
力
機
構
の
事
業
の
状

況
や
研
究
開
発
成
果
に
関
す
る
4
件
の
個
別
報
告

と
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
2
部
構
成
で
機
構
の

成
果
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
ご
来
場
い
た
だ
け
な
か
っ
た
遠
方
の
皆

様
に
も
ご
視
聴
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

報
告
会
後
に
は
「
原
子
力
機
構
が
幅
広
い
研
究
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
や
「
地

層
処
分
や
脱
炭
素
化
へ
の
機
構
の
取
組
を
紹
介
し

て
欲
し
か
っ
た
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
報
告
会
は

遠
方
か
ら
出
張
し
な
く
て
も
参
加
で
き
る
た
め
、

次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
等
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原
子
力
機
構
で
は
、

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
多
く
の
研
究
開
発
や
技
術
開
発
の
成
果
を
創

出
し
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

11

17

15

その他の報告会

　原子力機構では、今回、ご紹介した原子力機構報告会の他にも、各研究開発部門等において様々な報告会を実施して

います。今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により多くの報告会等が中止となりましたが、例年どおり開催し

た報告会については、オンラインでの開催を取り入れるなど、感染防止対策を講じた上で開催しました。

「深地層の研究施設計画に関する報告会2020」　
開催日：令和2年12月 1日（火）

超深地層研究所計画（岐阜県瑞浪市）及び幌延深地層研

究計画（北海道幌延町）について、平成27年度から令

和元年度まで重点的に取り組んできた研究開発テーマ

（必須の課題）に関する成果と令和2年度以降の計画に

ついて報告しました。

「令和2年度 福島研究開発部門 成果報告会 
廃炉と環境回復 ～ 10年の歩み～」　
開催日：令和2年12月 5日（土）

福島研究開発部門における東京電力HD( 株 ) 福島第一

原子力発電所の廃止措置及び福島県内の環境回復に向け

た研究開発等の活動で得られた成果等について報告しま

した。

福島研究開発部門 核燃料・バックエンド研究開発部門

事業報告及び研究開発報告

持続可能な原子力利用のために
門馬　利行
『将来ビジョン「JAEA 2050 +」』（令和元
年度公表）では、気候変動問題解決、エネルギー
安定確保、Society5.0 実現に貢献する“新
原子力”の実現を目指すとしています。“新原
子力”の実現に向けた取組を報告しました。

超スマートな次世代社会を支えるソフト
エラー研究
安部　晋一郎
IoT や AI によりイノベーションを創出する次
世代社会を迎えるには、安心・安全の観点か
らソフトエラー率の評価・対策が重要です。
次世代社会を支えるソフトエラー研究を報告
しました。

福島の“これまで”と“これから”
田川　明広
2021年 3月で東京電力福島第一原子力発電
所事故から10年が経過しました。福島の環
境回復等に関する取組や1F 廃炉等に関する
取組、福島のこれからを報告しました。

地下研究施設を活用して明らかにされた
地下微生物生態系
天野　由記
太陽光が届かず、高圧・無酸素といった過酷
な地下環境にも微生物は存在します。地下施
設を活用して明らかにされた地下微生物生態
系に関わる研究を報告しました。

トークセッション「新型コロナウイルスと共存する原子力機構のあり方」

　トークセッションでは、機構外からの有識者にもご登壇いただき、新型コロナウイルスと放射線の「どちらも目に見

えない」という共通点のもと、リスクへの対応やイノベーション創出についても議論が交わされました。「新型コロナ

ウイルスや放射線について、正しく理解することで、安心に繋げることが出来る」や「新型コロナウイルスや過去の経

験を今後に活かすことが専門家としての役割」といったご意見や、機構の外からの視点で「機構の取組を若い世代にも

情報発信をしていただきたい」、「原子力の課題に日本独自の道を見つけ、それに世界が追随するような研究をやってい

ただきたい」といった応援メッセージもいただきました。新たな変革に向けてこれからも業務に邁進してまいります。

登壇者（50音順）

報告会の様子や個別報告に寄せられたご質

問の回答は「第 15 回機構報告会特設

HP」で公開しています。是非ご覧ください。

公益財団法人 計算科学振興財団
チーフコーディネータ
伊藤　聡　氏

国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構
放射線医学総合研究所　副所長

柿沼　志津子　氏

ジャーナリスト・ 環境カウンセラー

崎田　裕子　氏
作家

高嶋　哲夫　氏

ファシリテータ
原子力科学研究部門　副部門長

大井川　宏之（原子力機構）
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原子力”の実現を目指すとしています。“新原
子力”の実現に向けた取組を報告しました。

超スマートな次世代社会を支えるソフト
エラー研究
安部　晋一郎
IoT や AI によりイノベーションを創出する次
世代社会を迎えるには、安心・安全の観点か
らソフトエラー率の評価・対策が重要です。
次世代社会を支えるソフトエラー研究を報告
しました。

福島の“これまで”と“これから”
田川　明広
2021年 3月で東京電力福島第一原子力発電
所事故から10年が経過しました。福島の環
境回復等に関する取組や1F 廃炉等に関する
取組、福島のこれからを報告しました。

地下研究施設を活用して明らかにされた
地下微生物生態系
天野　由記
太陽光が届かず、高圧・無酸素といった過酷
な地下環境にも微生物は存在します。地下施
設を活用して明らかにされた地下微生物生態
系に関わる研究を報告しました。

トークセッション「新型コロナウイルスと共存する原子力機構のあり方」

　トークセッションでは、機構外からの有識者にもご登壇いただき、新型コロナウイルスと放射線の「どちらも目に見

えない」という共通点のもと、リスクへの対応やイノベーション創出についても議論が交わされました。「新型コロナ

ウイルスや放射線について、正しく理解することで、安心に繋げることが出来る」や「新型コロナウイルスや過去の経

験を今後に活かすことが専門家としての役割」といったご意見や、機構の外からの視点で「機構の取組を若い世代にも

情報発信をしていただきたい」、「原子力の課題に日本独自の道を見つけ、それに世界が追随するような研究をやってい

ただきたい」といった応援メッセージもいただきました。新たな変革に向けてこれからも業務に邁進してまいります。

登壇者（50音順）

報告会の様子や個別報告に寄せられたご質

問の回答は「第 15 回機構報告会特設

HP」で公開しています。是非ご覧ください。

公益財団法人 計算科学振興財団
チーフコーディネータ
伊藤　聡　氏

国立研究開発法人
量子科学技術研究開発機構
放射線医学総合研究所　副所長

柿沼　志津子　氏

ジャーナリスト・ 環境カウンセラー

崎田　裕子　氏
作家

高嶋　哲夫　氏

ファシリテータ
原子力科学研究部門　副部門長

大井川　宏之（原子力機構）



主なプレスリリース

P  L  A  Z  A
トピックス

アンケー トヘのご協力ありがとうございます。
皆様からお寄せいただきました
ご意見を一部紹介いたします。

https://www.jaea.go.jp/
about_JAEA/fdonation/

HP

「未来へげんき」編集部では、皆様からのこ意見を編集に反映させてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

編 集 後 記当機構の研究・開発へのご支援をお願いします！

※アンケートに記入いただきます個人情報は、本件以外には使用いたしません。

INFORMATION 

J-PARCセンター
●  核変換研究のための陽子ビーム制御技術を開発

●  低温高圧下で新しい氷の相（氷XIX）を発見 

原子力基礎工学研究センター
●  患者の個性を反映したα線核医学治療の線量評価が可能に

●  新たな中性子利用開拓の鍵となる高精度核反応計算手法を開発

物質科学研究センター
●  半導体が磁石にもなるとき何が起こるのか？

●  廃棄豚骨が有害金属吸着剤に

●  異なる金属を混ぜて表面反応を制御する

システム計算科学センター
●  森林内の放射線量を決めている要因をシミュレーションにより解明

●  リアルタイムで高精度な汚染物質拡散シミュレーションを世界で初めて実現

●  従来の量子力学概念を越えた先に見えた特異な現象「フェルミアーク」 

核燃料サイクル工学研究所
●  汚染時に作業者を速やかに退避させる高機能・簡単組立テントを開発

安全研究センター
●  原子炉の配管は巨大地震にどれだけ耐えられるか

先端基礎研究センター
●  スズ原子核の表面でアルファ粒子を発見

●  稀少な超原子核「グザイ核」の質量を初めて決定

福島研究開発部門
●  AIが放射線マップを賢く作成

皆さまの「声」をご紹介いたします

未来へげんき
Japan Atomic Energy Agency

　今年度、最後の「未来へげんき」で

は、「JAEA×『進める』」をテーマに、福

島研究開発部門の10年間の取組や、

高レベル放射性廃棄物の地層処分に

関する取組についてご紹介しました。

様々な課題解決に向けた原子力機構

の取組をご覧いただけると嬉しいです。

　また、研究用原子炉JRR-3は、令和3

年2月26日に運転を再開し、これからの

研究開発が期待されます。

　来年度も原子力機構の様々な取組

をご紹介してまいりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

●制　作
　株式会社 毎日映画社

●編集•発行
　日本原子力研究開発機構
　広報部広報課

季 刊
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高温ガス炉での、水素製造　楽しみです。
（大阪府堺市　畑様）

廃止措置をよりポジティブに紹介してほしい。
（東京都板橋区　堤様）
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敦賀事業本部
【広報誌】
「つるがの四季」No.129を発
行しました。
「「もんじゅ」サイトへの新たな
試験研究炉の設置に向けて」
などを掲載しています。

人形峠環境技術センター
「人形峠環境技術センターから
のお知らせ（vol.9）」を発行しま
した。
「人形峠とウラン、鉱山活動の
これまで」などを掲載していま
す。

東濃地科学センター
地層研ニュース2月号を
発行しました。「瑞浪超
深地層研究所の坑道埋
め戻し状況」などを掲載
しています。

寄附金募集 お問い合わせ先
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構　財務部寄附金担当
〒319-1184 茨城県那珂郡東海村大字舟石川765番地1
TEL:029-282-4059(寄附金専用窓口） E-mail:zaimukikaku@jaea.go.jp

大洗研究所
【広報誌】
「夏海湖の四季」95号を発行
しました。
「小・中学生への理科教育支
援」などを掲載しています。

最新の研究成果などをお知らせいたします。
https://twitter.com/jaea_japanツイッター

JAEA
チャンネル

研究開発成果を分かりやすく紹介する動画「Project JAEA」などを配信しています。
https://www.jaea.go.jp/atomic_portal/jaea_channel/

「未来へげんき」
バックナンバー https://www.jaea.go.jp/study_results/newsletter/

Web
アンケート

「未来へげんき」へのご意見・ご感想などをお寄せください。
https://www.jaea.go.jp/genki/enquete/58/

https://www.jaea.go.jp/news/
press/results.html

その他のプレスリリースはこちら

https://www.jaea.go.jp/

「PLAZA」と「INFORMATION」で
紹介している情報の詳細は原子力機構
ホームページでこ覧いただけます。

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災により、東京電力福島第一原子力発電所（1F）
事故が発生してから 10 年が経過しました。1F 事故直後から現在に至るまでの、
原子力機構の福島復興対応に関する活動について、「東京電力福島第一原子力発電
所事故の対処に係る研究開発　－ふくしま復興に向けた 10 年の取り組み－」を取
り纏めました。災害対策基本法指定の公共機関として、緊急時対応などを含めた
対応を行うとともに、我が国唯一の総合的原子力研究開発機関として、1F 事故の
対処に関する研究開発を行ってきました。1F 事故直後の緊急時対応、福島部門の
設置を含む体制や基礎基盤の整備、廃止措置や環境回復に対する研究開発成果、
今後の展望について紹介しています。

より詳しく知りたい方は、こちらをご覧ください。
https://jopss.jaea.go.jp/pdfdata/JAEA-Review-2020-023.pdf

https://twitter.com/jaea_japan
https://www.jaea.go.jp/atomic_portal/jaea_channel/
https://www.jaea.go.jp/genki/enquete/58/
https://www.jaea.go.jp/study_results/newsletter/
https://www.jaea.go.jp/about_JAEA/fdonation/
https://jopss.jaea.go.jp/pdfdata/JAEA-Review-2020-023.pdf
https://www.jaea.go.jp/news/press/results.html
https://www.jaea.go.jp/
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い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
 （
イ
ベ
ント
等
で
本
誌
を
は
じ
め
て
お
読
み
に
な
っ
た
方
）

本
誌
は
年
3回
発
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
送
付
先
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

送
付
先
や
ご
所
属
に
変
更
が
ご
ざ
い
ま
す
場
合
も
､お
手
数
で
す
が
こち
ら
の
ハ
ガ
キ
に
て
変
更
内
容
を
お
知
らせ
くだ
さい
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
､巻
末
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
紹
介
す
る
際
に
､お
住
ま
い（
市
町
村
ま
で
）及
び
苗
字
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
､ご
了
承
くだ
さ
い
。

□
お
住
ま
い（
市
町
村
ま
で
）及
び
苗
字
の
紹
介
を
許
可
し
な
い

ご
協
力
あ
り
が
とう
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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敦賀事業本部
【広報誌】
「つるがの四季」No.129を発
行しました。
「「もんじゅ」サイトへの新たな
試験研究炉の設置に向けて」
などを掲載しています。

人形峠環境技術センター
「人形峠環境技術センターから
のお知らせ（vol.9）」を発行しま
した。
「人形峠とウラン、鉱山活動の
これまで」などを掲載していま
す。

東濃地科学センター
地層研ニュース2月号を
発行しました。「瑞浪超
深地層研究所の坑道埋
め戻し状況」などを掲載
しています。

寄附金募集 お問い合わせ先
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構　財務部寄附金担当
〒319-1184 茨城県那珂郡東海村大字舟石川765番地1
TEL:029-282-4059(寄附金専用窓口） E-mail:zaimukikaku@jaea.go.jp

大洗研究所
【広報誌】
「夏海湖の四季」95号を発行
しました。
「小・中学生への理科教育支
援」などを掲載しています。

最新の研究成果などをお知らせいたします。
https://twitter.com/jaea_japanツイッター

JAEA
チャンネル

研究開発成果を分かりやすく紹介する動画「Project JAEA」などを配信しています。
https://www.jaea.go.jp/atomic_portal/jaea_channel/

「未来へげんき」
バックナンバー https://www.jaea.go.jp/study_results/newsletter/

Web
アンケート

「未来へげんき」へのご意見・ご感想などをお寄せください。
https://www.jaea.go.jp/genki/enquete/58/

https://www.jaea.go.jp/news/
press/results.html

その他のプレスリリースはこちら

https://www.jaea.go.jp/

「PLAZA」と「INFORMATION」で
紹介している情報の詳細は原子力機構
ホームページでこ覧いただけます。

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災により、東京電力福島第一原子力発電所（1F）
事故が発生してから 10 年が経過しました。1F 事故直後から現在に至るまでの、
原子力機構の福島復興対応に関する活動について、「東京電力福島第一原子力発電
所事故の対処に係る研究開発　－ふくしま復興に向けた 10 年の取り組み－」を取
り纏めました。災害対策基本法指定の公共機関として、緊急時対応などを含めた
対応を行うとともに、我が国唯一の総合的原子力研究開発機関として、1F 事故の
対処に関する研究開発を行ってきました。1F 事故直後の緊急時対応、福島部門の
設置を含む体制や基礎基盤の整備、廃止措置や環境回復に対する研究開発成果、
今後の展望について紹介しています。

より詳しく知りたい方は、こちらをご覧ください。
https://jopss.jaea.go.jp/pdfdata/JAEA-Review-2020-023.pdf

https://twitter.com/jaea_japan
https://www.jaea.go.jp/atomic_portal/jaea_channel/
https://www.jaea.go.jp/genki/enquete/58/
https://www.jaea.go.jp/study_results/newsletter/
https://www.jaea.go.jp/about_JAEA/fdonation/
https://jopss.jaea.go.jp/pdfdata/JAEA-Review-2020-023.pdf
https://www.jaea.go.jp/news/press/results.html
https://www.jaea.go.jp/
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日本原子力研究開発機構は、日本で唯一の原子力に関する総合的な研

究開発機関として、「原子力の未来を切り拓き、人類社会の福祉に貢献

する」をミッションとしています。

主な業務として、東京電力福島第一原子力発電所事故への最優先で

の対応、原子力の安定性向上のための研究、核燃料サイクルの研究

開発、放射性廃棄物処理・処分の技術開発といった分野に重点的に取

り組むとともに、これらの研究開発を支え、新たな原子力利用技術を創出

する基礎基盤研究と人材育成に取り組んでいます。

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

未来へげんき
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国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構

地下350メートルから世界へ「深地層研究」を最先端へと“進める”地下350メートルから世界へ「深地層研究」を最先端へと“進める”

運転再開!! 研究炉JRR-3が中性子の研究開発の針を“進める”運転再開!! 研究炉JRR-3が中性子の研究開発の針を“進める”

J
A
E
A
×「
進
め
る
」

J
A
E
A
×「
進
め
る
」福島の「これから」を研究開発で支え、“進める”

～１Ｆ廃止措置と環境回復の「これまで」と「これから」～
福島の「これから」を研究開発で支え、“進める”
～１Ｆ廃止措置と環境回復の「これまで」と「これから」～

第15回原子力機構報告会
「 Shaping Innovation ～新たな変革に向けて～」
第15回原子力機構報告会
「 Shaping Innovation ～新たな変革に向けて～」
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